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 計画概要 

 計画策定の背景 

わが国では、モータリゼーションの進展に伴う公共交通利用者の減少による公共交通の

サービス水準低下や、人口減少・少子高齢化社会の到来によるバス・タクシー等のドライ

バーの高齢化、担い手不足が深刻化しており、誰もが生活の足として使える公共交通の持

続性を確保することが課題となっています。 
本市においては、鉄道、バス、タクシーといった多様な公共交通により、概ね市域全体

の交通ネットワークが確保されているものの、公共交通利用者は横ばいから減少傾向にあ

り、バス路線においては、退出、減便が見られます。 
近年、代表的な観光地である沼津港への来訪者が増加しており、北西部地区では新たに

広域利用が見込まれる大型商業施設が開業したことから、公共交通の利用促進を図るため、

住民のみならず観光客の移動ニーズを的確に把握し、利便性向上に取り組む必要がありま

す。 
また、新たな都市基盤整備として、沼津駅周辺総合整備事業をはじめ、幹線道路整備事

業や土地区画整理事業を推進しています。公共交通の持続性確保にあたっては、まちづく

りと一体となった効率的な公共交通体系を構築することが重要です。 
このような中、平成 25 年 12 月に交通政策基本法が施行され、地方自治体は、地域公共

交通を維持・確保・改善するために主体的な役割を担うとともに、交通事業者や市民の方々

など多様な関係者と協働して取り組むことが規定されました。また、平成26 年11月には、

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部を改正する法律（平成 26 年法律第 41 
号）が施行され、市町村にあっては単独でまたは共同して、当該市町村の区域内について、

持続可能な「地域公共交通網」の形成に資する地域公共交通の活性化及び再生を推進する

ための計画を作成することが出来ることになりました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交通政策基本法 （平成 25 年 12 月） 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律 （平成 26 年 11 月） 

 

【関連法令】 

（地域公共交通網形成計画） 
第五条  市町村にあっては単独でまたは共同して、都道府県にあっては当該都道府県の区域内

の市町村と共同して、当該市町村の区域内について、持続可能な地域公共交通網の形成に資す
る地域公共交通の活性化及び再生を推進するための計画を作成することが出来る。 

（地方公共団体の責務） 
第九条  地方公共団体は、基本理念にのっとり、交通に関し、国との適切な役割分担を踏まえ

て、その地方公共団体の区域の自然的経済的社会的諸条件に応じた施策を策定し、及び実施す
る責務を有する。 
２ 地方公共団体は、情報の提供その他の活動を通じて、基本理念に関する住民その他の者の理
解を深め、かつ、その協力を得るよう努めなければならない。 

（まちづくりの観点からの施策の促進） 
第二十五条 国は、地方公共団体による交通に関する施策が、まちづくりの観点から、土地利用そ

の他の事項に関する総合的な計画を踏まえ、国、交通関連事業者、交通施設管理者、住民その他
の関係者との連携及び協力の下に推進されるよう、必要な施策を講ずるものとする。この場合におい
ては、当該連携及び協力が、住民その他の者の交通に対する需要その他の事情に配慮されたもの
となるように努めるものとする。 
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 計画策定の目的 

こうした背景の中、交通事業者や市民をはじめ、多様な関係者の協働のもと、本市の将

来都市像の実現を支援する地域公共交通ネットワークを形成し、持続可能な地域公共交通

の確保・維持・改善を図るため、そのビジョン、目標及び施策体系を示すマスタープラン

として、「沼津市地域公共交通網形成計画」を策定します。 
なお、策定にあたっては、本市の地域特性や公共交通の利用実態、各種ニーズ等の把握、

分析を踏まえ、本市における公共交通の課題を整理した上でまちづくり等と一体となった

地域公共交通の再構築を図るべく取り組みを行います。 
 

 計画の位置づけ 

沼津市地域公共交通網形成計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第５条

に基づき、本市の持続可能な地域公共交通網の形成に際し配慮すべき事項を踏まえた公共

交通のマスタープランとして策定します。 
なお、上位計画である沼津市都市計画マスタープランなどのまちづくりの方向性に即し

た公共交通網の形成を目指します。また、立地適正化計画との両輪によりコンパクト・プ

ラス・ネットワークの都市づくりを目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

図 1 計画の位置付け 

本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に
関する法律に基づく地域公共交通網形成計画と
して策定します。 

【個別計画】 【関連計画等】 

・沼津市中心市街地まちづくり計画 
        （平成 27 年度～令和 6 年度） 

・沼津市中心市街地まちづくり戦略 
（令和 2 年度～） 

・沼津市まちなか居住促進計画 
        （平成 27 年度～10 年間） 

・沼津市戸田地区過疎地域自立促進計画 
        （平成 28 年度～令和 2 年度） 

・第 10 次沼津市交通安全計画 
        （平成 28 年度～令和 2 年度） 

・第 8 次沼津市高齢者保健福祉計画 
        （平成 28 年度～令和 2 年度） 

・第 4 次沼津市障害者計画 
        （平成 30 年度～令和 5 年度） 

・沼津市観光振興ビジョン 
        （平成 18 年度～令和 7 年度） 

・沼津市地球温暖化対策実行計画 
        （平成 24 年度～令和 3 年度） 

沼津市地域公共交通網形成計画 

（令和 2 年度～令和 7 年度） 

【沼津市の上位計画】 

・沼津市総合計画 

・沼津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略 

・第 2 次沼津市都市計画マスタープラン（平成 29 年度～令和 18 年度） 

連携 

本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に
関する法律に基づく地域公共交通網形成計画と
して策定します。 

網形成計画と立地適正化計画の両輪で 
コンパクト・プラス・ネットワークの都市づくりを 
目指します。 

沼津市立地適正化計画 

（令和元年度～令和 18 年度） 
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 計画期間 

本計画の計画期間は令和２年度（2020 年度）～令和７年度（2025 年度）の６年間とし

ます。なお、本計画は関連計画である都市計画マスタープラン、立地適正化計画等と連携

して進めていきます。 
 

 

年度 

関連計画 

短期 中期 長期  

R8 年度～ 

(2026～) 
R2年度 
(2020) 

R3年度 

(2021) 
R4年度 

(2022) 
R5年度 

(2023) 
R6年度 

(2024) 
R7年度 

(2025) 

第 2 次沼津市都市計画マスター

プラン(平成 29 年 3 月改定) 

       

沼津市立地適正化計画 

(平成 31 年 3 月策定) 

       

沼津市地域公共交通網 

形成計画(令和 2 年 3 月策定) 

   

 

  

 

  

  

 計画区域 

計画区域は、右図に示す 
沼津市全域を対象とします。 

  なお、南伊豆・西伊豆地域

公共交通活性化協議会、東伊

豆・中伊豆地域公共交通活性

化協議会の広域の網形成計画

において、沼津市の南部が該

当（次頁参照）しており、連携

して取り組んでまいります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図 2 計画の区域 

～令和 18 年度 

令和２年度～令和７年度 

～令和 18 年度 

沼津市 

東海道新幹線 東海道本線 

駿河湾 
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【参考】沼津市が対象となる広域の網形成計画 
・南伊豆・西伊豆地域公共交通網形成計画【2016 年 3 月策定】（静岡県・沼津市・下田市・伊豆市、南伊豆

町・松崎町・西伊豆町）において、本市は戸田地区が対象となっています。 
・東伊豆・中伊豆地域公共交通網形成計画【2018 年 3 月策定】（静岡県・沼津市・熱海市・三島市・伊東市、

伊豆の国市・東伊豆町・河津町・函南町）において、本市は静浦・内浦・西浦地区が対象となっています。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・なお、それぞれの計画における沼津市関連の取り組みを以下に示します。 

南伊豆・西伊豆地域 
公共交通網形成計画の
取り組み【沼津市関連】 

① 順天堂大学附属静岡病院への通院の利便性向上 
② 市町自主運行バスなどその他の路線バスの改善 
③ 交通空白地域の解消 
④ 沼津市戸田地区における交通結節点の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

東伊豆・中伊豆地域 
公共交通網形成計画の
取り組み【沼津市関連】 

① 路線バス等の利用促進対策 
② 路線バスの運行サービス・運行形態の改善 
③ 乗務員確保（バス・タクシー）に向けた取り組みの実施 
④ 交通結節点における乗継しやすい環境の整備 

 

 

東伊豆・中伊豆地域公共交通網形成計画のエリア 

三島市 
函南町 

熱海市 

伊豆の国市 

伊東市 

東伊豆町 

河津町 

沼津市（静浦、 
内浦、西浦地区） 

南伊豆・西伊豆地域公共交通網形成計画のエリア 

沼津市 
（戸田地区） 

南伊豆町 

西伊豆町 

松崎町 
下田市 

伊豆市 

利用者意向を踏まえたバスダイヤの調整 
 

【運行区間】 
・修善寺駅～ 
順天堂大学静岡病院 

【運行主体】 
・伊豆箱根バス(株) 

【実験実施期間】 
・H30.4.25～10.31 

【運行料金】 
・440 円(既存交通と同額) 
 交通結節点（くるら戸田）における 

デジタルサイネージ設置（バス発着状況） 順天堂大学静岡病院への直通バス（実験） 
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 まちづくりの基本的な考え方と取り組み 
 
本市はこれまで、豊かな自然環境を背景とし、国土軸上にある広域交通利便性、首都圏と

の近接性、伊豆地域への交通結節点としての地理的優位性を活かし、県東部地域の拠点都市

として発展するとともに市街地も拡散してきました。  
しかし、人口減少社会の到来や少子高齢化の進展とともに、東日本大震災を契機とした津

波被害の懸念等により、一時、急速に人口や都市機能の市外への流出がみられました。こう

した現状が、生活に必要なサービスの維持、コミュニティの維持、公共交通の維持などに影

響することも懸念されます。  
このため、これからは、人口の減少抑制に向けた取り組みとともに、豊かな自然環境を享

受することができ、次世代にわたり安全で快適な市民生活を持続的に送ることができるまち

づくりを進めていく必要があります。 

 
図 1 将来都市構造図 

出典：第 2 次沼津市都市計画マスタープラン   
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 コンパクト・プラス・ネットワーク 

人口減少、少子高齢化が進展していく中、市街地が拡散し、都市機能が低密度化していく

と、これまで一定の人口集積により支えられてきた医療、福祉、子育て支援、商業等の都市

機能の維持が困難となっていきます。また、日常生活に欠かせない生活交通手段の不足、空

き家の増加による居住環境の悪化、老朽化した道路インフラの維持コストの増大など、市民

生活、都市活動、都市経営等における様々な影響が懸念されるほか、交通やエネルギー消費

の点で、環境負荷の増大にもつながります。 
このようなことから、今後本格化する人口減少・超高齢化社会においては、各種都市機能

や公共交通サービスの維持、高齢者や子育て世代を含む全ての世代が安全で快適に暮らせる

生活環境の確保、環境負荷の少ない低炭素型都市構造の実現など、効率的な都市経営を可能

とする持続可能なまちづくりが求められます。 
こうした課題に対応するため、郊外の無秩序な

拡大を防ぎながら、都市機能を各拠点等に集約し、

各拠点が公共交通により有機的に接続されるこ

とで沿線に居住が誘導されるコンパクト・プラ

ス・ネットワーク型のまちづくりを行うことが必

要です。 
このような都市構造の実現のため、都市機能等

を適正配置へ誘導する立地適正化計画の策定、コ

ンパクトな都市を支える骨格的な都市基盤の整

備、都市拠点における魅力あるまちづくりなど取

り組みを進めており、今後は、拠点を繋げる公共

交通網の形成が重要となり、様々な施策を総合的

に展開していくことが必要となります。 
         図 2 コンパクト・プラス・ネットワークの考え方 

出典：国土交通省 
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 これまでの取り組み 

（１） 沼津市立地適正化計画の策定 

本市では、コンパクト・プラス・ネットワーク型の都市構造の実現に向け、平成 31 年３

月に沼津市立地適正化計画を策定しました。 
この計画では、都市機能誘導区域として、沼津駅及び沼津港周辺、大岡駅周辺、北西部

地区へ優先的に商業や娯楽施設などの広域からの利用が見込まれる施設や、医療・福祉な

どの生活利便性施設を誘導することによる、拠点への機能の集約化に取り組んでいます。

また、居住誘導区域としては、一定のエリアにおいて人口密度を維持することによりコミ

ュニティが維持できるよう、工業系用途地域や災害リスクのある範囲などを除いた市街化

区域内として定めており、豊かな自然に囲まれた郊外部についても、地域ごとの個性と魅

力に応じた生活圏のまちづくりを推進することとしています。 

 
図 3 都市機能誘導区域・居住誘導区域の設定 

出典：沼津市立地適正化計画 

沼津駅 

大岡駅 

北西部地区 

沼津港 

都市機能誘導区域 

居住誘導区域 
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（２） 骨格的都市基盤の整備 

現在、本市の都市骨格を形成する幹線道路整備が、国、県、市により行われています。

東名・新東名高速道路から中心市街地を経て、沼津港、伊豆半島へと繋がる南北軸を形成

するために、北部では市による「都市計画道路沼津南一色線」の整備が、中心市街地にお

いては県・市による「沼津駅周辺総合整備事業」が、南部では県による「国道 414 号静浦

バイパス（都市計画道路沼津静浦線）」の整備が、それぞれ実施されています。また、東西

方向については、国道１号の慢性的な渋滞を改善するとともに、東名・新東名高速道路と

本市西部地域を結ぶ「東駿河湾環状道路」の整備が、国により実施されています。 
このような幹線道路の整備は、広域交通の円滑化により都市の競争力を強化するととも

に、中心市街地へのアクセス性を高め、コンパクト・プラス・ネットワーク型の都市構造

に資することになります。さらに、公共交通の新設ルートや運行頻度が確保されることに

よるサービス水準の向上により利便性が高まり、公共交通軸が形成されることに繋がりま

す。 
 

 
図 4 沼津市の骨格的都市基盤の整備 

 
ただし、こうした都市構造が機能するには、都市機能が集積し、公共交通が結節する都

市拠点が、人を惹きつける便利で魅力的な市街地であることが必要であり、都市構造レベ

ルと都市拠点レベルの双方の視点から、総合的なまちづくりを展開することが重要です。 
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（３） 中心市街地の再生「人中心のまちづくり」 

コンパクト・プラス・ネットワーク型のまちづくりを進めるためには、拠点を公共交通

で有機的に接続することと併せて、都市拠点において歩行者回遊性に優れた質の高い空間

形成を図ることが重要です。 
また、まちなかに人々が魅力を感じて集まり、働き、住まうためには、利便性を備える

だけではなく、安全で安心感を与え、居心地の良さや洗練された雰囲気を感じさせるなど、

都市空間が多面的な質の高さを有している必要があります。 
国内外の先進的な事例を見ても、こうした人中心の質の高いまちづくりを行うことで、

多様な人々の来訪や交流、クリエイティブな若年層への訴求、にぎわいや活力の向上、ま

ちなかの居住人口増加などを図っています。 
国においても、コンパクト・プラス・ネットワークなどのこれまでの都市再生の取り組

みを更に進化させ、官民のパブリック空間（街路、公園、広場、民間空地等）をウォーカ

ブルな人中心の空間へ転換し、民間投資と共鳴しながら「居心地が良く歩きたくなるまち

なか」を形成することにより、人間中心の豊かな生活を実現する都市を構築する方向性が

打ち出されています。 
本市では、中心市街地において、鉄道高架事業を中核とする沼津駅周辺総合整備事業を

推進しており、市街地の構造や交通の環境が劇的に変化していきます。これを契機として、

都市機能が集積し、公共交通網が集中する沼津駅の周辺を、人が心地よく過ごし、安全で

快適に回遊できる空間へと再生していくことが重要です。こうした人中心のまちづくりは、

子供や高齢者を含む多くの市民や来訪者を惹きつけ、都市の多様な活動に彩りを与え、に

ぎわいと活力を醸成するために重要な視点であるだけでなく、都市の魅力を高め、本市全

体のブランドイメージにも大きな影響を与えると考えられます。 
このことから、本市では、沼津駅周辺総合整備事業の進捗を踏まえた中心市街地のまち

づくりについて、平成 29 年度に「まちづくり戦略会議」を開催し、平成 30 年度からは「沼

津市中心市街地まちづくり戦略会議」を開催して検討を進めています。今後も市民を含め

た関係者と更に議論を深め、「人中心のまちづくり」に向けて取り組んでいきます。 

＜鉄道高架事業による都市空間の再構築＞         ＜公共空間を活用したマーケット＞ 

（「姫路駅」兵庫県姫路市）             （「定禅寺通り」宮城県仙台市） 
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（４） 拠点を繋ぐ公共交通ネットワーク 

本市の公共交通は、東西にＪＲ東海道本線とＪＲ御殿場線の２つの在来線が走り、本市

の中心核である沼津駅と各地域の拠点となる大岡駅、片浜駅、原駅が整備されています。

また、沼津駅を中心として３社のバス路線が放射状に広範囲に整備されています。 
市中心部においては、主要道路上に網羅的にバス路線が配置され、概ね高い運行水準で

確保されていますが、複数の事業者による重複運行が見られるなど、必ずしも路線の集約

や再編は進んでいない状況が見受けられます。 
南部地域のような郊外部においては、利用者の減少により廃止となった路線について、

市が運行主体となって事業者に運行を委託することによって維持し、中心部とのネットワ

ークを確保しています。また、西部地域においては、片浜駅、原駅を起点に地域の活性化

や地域交流を促すことを目的に循環バスが運行され、市が運行経費の補助を行っており、

地域核における地域住民の移動手段として利用されています。いずれも地域と協働しなが

ら、持続可能な公共交通を育てていくことが重要です。 
近年においては、都市拠点である中心市街地と本市のにぎわいの核であり観光交流拠点

である沼津港の結びつきを強化し、沼津港のにぎわいを駅周辺や本市全体へ波及させてい

くことが重要であることから、沼津駅と沼津港間において次世代のモビリティツールの実

証実験を行うなど、公共交通軸の形成に向けたネットワーク強化の取り組みを行っていま

す。 
今後は、鉄道駅を拠点に市内全域に網羅されているバス路線について、路線を見直すこ

とで効率化や公共交通軸の明確化を図り、基幹路線と各拠点における地域内交通との連携

も充実させながら、市全体を見渡したネットワークの再構築を行う必要があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜沼津駅南口バスターミナル＞              ＜EV バスでの実証実験＞ 

以上のように、コンパクト・プラス・ネットワーク型のまちづくりに向けて各種事業を

推進しており、都市構造レベルにおいて、拠点の連携を担う公共交通の役割は大変重要な

ものとなっています。 
また、高齢化の進展に伴う高齢者の移動手段として、安全で環境に優しく健康的な乗り

物として、公共交通が果たすべき役割はますます重要なものとなっています。 
このことから、本市の公共交通の課題を精査した上で、まちづくりと一体となった公共

交通ネットワークの姿を明らかにし、市内全体を見渡した効率的で利便性の高い公共交通

の構築に向けて、公共交通施策を展開する必要があります。 
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 本市の公共交通の現状と課題 

 地域概況 

 地勢・地理 

沼津市は、駿河湾の最奥部に位置し、長い海岸線を有する地形となっています。 
市北部は、JR 東海道本線沿線付近に広がる平野部と、東名高速道路付近の丘陵部で構成

されています。一方、南部は急峻な地形が海岸線まで迫っている地形となっています。 
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図 1 沼津市の地形 
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 人口 

人口は、平成 7 年（1995 年）をピークに減少に転じています。ピーク時は 20 万人を超

える人口でしたが、平成 27 年（2015 年）の人口は 195,633 人となっています。 
今後も、人口減少の傾向が予測されており、令和 7 年（2025 年）には 17.7 万人となる

ことが予測されています。 

 

図 2 沼津市の人口の推移 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 

高齢化率は、平成 27 年（2015 年）時点で 29.3%と 20 年前の平成７年（1995 年）と比

較して 2 倍に増加しています。今後、老年人口は 6 万人程度の横ばいで推移しますが、生

産年齢人口、年少人口の減少に伴い、高齢化率は上昇し続ける見込みとなっています。 

 

図 3 沼津市の年齢別人口、高齢化率の推移 

出典：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所 
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「沼津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」では、2060 年の沼津市の人口を 143,000

人程度確保することを目標とし、総合戦略に取組むことで、人口ビジョンの人口維持を目

指しています。 
 

 
注）「沼津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」は H22 年国勢調査、国立社会保障・人口問

題研究所の推計は H27 年国勢調査の人口を基準としているため、推計値が異なる。 
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（単位：人）

◆人口の長期見通し 2060 年 103,000 人 

◆将来展望     2060 年 143,000 人程度の人口を確保 

目標 社会移動（2020 年）、希望出生率：1.8（2025 年）→合計特殊出生率：2.07（2035 年） 

※「希望出生率」：結婚や出産に関する国民の希望が実現した場合の出生率 

（国立社会保障・人口問題研究所の推計方式に準拠し、社会増減

（移動率）は今後一定程度縮小し、以後は同水準で推移すると仮定） 
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 人口分布 

沼津市の人口分布は、沼津駅の周辺に位置する第一地区～第五地区、大岡地区、原団地

周辺、片浜駅周辺で人口の集積がみられます。 

 

図 4 沼津市の人口分布（250m メッシュ人口） 出典：H27 国勢調査 

 

戸田地区、西浦地区、内浦地区、静浦地区、大平地区、第二地区では高い高齢化率にな

っています。 

 

図 5 沼津市の高齢化率分布（250m メッシュ人口） 出典：H27 国勢調査 
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 観光施設の立地 

沼津市内の観光施設は、バス路線に沿って多く立地しています。 

 
              図 6 沼津市内の観光施設立地    出典：沼津市観光ポータル HP 

 

沼津市内の商業施設は、沼津駅の 3km 圏内や、原・片浜地区に多く立地しています。

市の南部は商業施設の立地が少ない状況にあります。  

 
図 7 沼津市内の商業施設立地 

    出典：平成 27 年度沼津市地域公共交通網形成計
画策定に係る基礎調査報告書をベースに一部加筆 
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 観光動態 

沼津市を訪れる宿泊者数および観光リクリエーション客数は、東日本大震災のあった平

成 23 年（2011 年）には 292 万人に落ち込みましたが、その後は回復かつ増加傾向にあり、

平成 29 年（2017 年）時点では 462 万人（1 日約 1 万３千人程度）となっています。 

 

図 8 沼津市の宿泊客数と観光レクリエーション客数の推移 

出典：静岡県観光交流の動向 
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 沼津港の集客状況 

沼津港の入込客数（年間滞留想定人数）は、平成 30 年（2018 年）時点では年間 166 万

人（1 日 4,500 人程度）となっています。年々増加傾向にあり、平成 18 年（2006 年）か

ら平成 30 年（2018 年）にかけて 70 万人以上増加（およそ 1.8 倍に増加）しています。 

 

図 9 沼津港の観光入込客数（年間滞留想定人数）の推移 

出典：沼津港観光入込客数調査結果 

 
平成 30 年（2018 年）の沼津港の来場者の交通手段は、自家用車が最も多く 82.2％を占

めています。このため、沼津港周辺では、自家用車の集中による渋滞の発生や駐車場不足

などの問題があります。 

 

図 10 沼津港来場の交通手段 

出典：沼津港観光入込客数調査結果（2018 年） 
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 公共交通の現状 

 鉄道 

 

沼津市内には JR 東海道本線と JR 御殿場線の 2 路線の在来線が整備されており、沼津

駅、片浜駅、原駅、大岡駅の 4 駅が立地しています。 
また、東京駅から沼津駅までは、東海道新幹線と東海道本線の利用により１時間程度で

移動が可能です。 

 

図 11 沼津市内の鉄道網 

 

 

沼津駅の利用者数は平成 23 年（2011 年）まで減少傾向でしたが、以降はほぼ横ばいで

推移しており、平成 30 年（2018 年）の利用者は 20,829 人/日となっています。各駅の利

用者は減少傾向にありますが、大岡駅の利用者は増加傾向にあります。 

 

図 12 沼津市内４駅の乗車人員の推移 

出典：沼津市統計資料 
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 路線バス 

 

 沼津市内の路線バスは、主に伊豆箱根バス、東海バスオレンジシャトル、富士急シティ

バスの３社によって運行され、沼津駅を中心として放射状に 101 系統の路線が運行されて

います。またその他として、原駅・片浜駅の循環バス、戸田から修善寺、戸田から土肥へ

のバス路線など市内全体に路線網が整備されています。 

 
図 13 沼津市の鉄道、バス路線網（バスは運行本数別で表示） 

 

 

図 14 沼津市市街地のバス路線網（事業者別運行本数） 
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沼津市では、鉄道・路線バスの人口カバー率は 87.7%を超えていますが、一部の地域（大

岡、岡宮、小諏訪、東原）に交通不便地域が存在しています。 

 
図 15 沼津市鉄道・路線バスカバー圏域 
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平日の利用は、リコー通りを運行する系統では、市立病院を経由する「富士通線」の利

用者が多い状況にあります。他にも、区間乗車人数が 500 人を超えている路線としては、

学園通りを運行する路線では天神ヶ尾付近まで、伊豆長岡方面では口野尾高付近まで、三

島駅方面は八幡付近まで、大平方面では梅田付近まで、旧東海道方面では大諏訪付近まで

となっています。 

 
図 16 路線バスの区間別乗車人数【平日】 

休日の利用は、沼津港循環線のみが区間乗車人数 500 人を超えています。それ以外の路

線は 500 人に達していませんが、学園通りを経由する系統、伊豆長岡線は、他の路線に比

べ、利用者が多い傾向にあります。 

 
図 17 路線バスの区間別乗車人数【休日】  
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バスの利用者数は、近年横ばいに推移していましたが、その後、減少し、平成 30 年（2018
年）の利用者数は 14,000 人/日となっています。 

 
            図 18 沼津市内の路線バス利用者数    出典：沼津市統計資料 
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 タクシー 

タクシーの利用者数は年々減少しています。平成 24 年度の利用者と平成 30 年度を比較

すると、20 万人以上の利用者の減少がみられます。 

 
図 19 沼津市のタクシー輸送人員 

出典：静岡県タクシー協会提供資料 

 

市内に事業所もしくは営業所を有するタクシー事業者は 12 社となっています。また、車

両保有台数は以下の通りとなっています。 

 

表 沼津市内のタクシー事業者、車両台数（令和元年 7 月 1 日現在） 

 

福祉：車いす専用車両・寝台車両、UD：ユニバーサルデザインタクシー 

出典：静岡県タクシー協会ホームページ  

 

2,071,409 
1,986,633 1,935,162 

1,862,613 
1,790,901 1,788,875 1,787,782 

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

№ 事業者名 住所 特大 大型 中型 小型 福祉 ＵＤ

1 伊豆観光タクシー株式会社 沼津市大岡1532番３号 ４９

2 伊豆箱根交通株式会社 三島市大場300番地 ２ ２ ７５ ３ １１

3 伊豆箱根タクシー株式会社 三島市大場300番地 １ ６ ８３ ７

4 三島合同タクシー株式会社 沼津市御幸町24番８号 ４ ３ １０３ １

5 沼津第一交通株式会社 沼津市新沢田町10番9号 ３１ ２

6 原町タクシー株式会社 沼津市原398番１号 ２２

7 富士急静岡タクシー株式会社 三島市南二日町１番35号 ４ １７ ７２ １０

8 富士交通株式会社 富士市瓜島町100番地 １ ５４ ７

9 平和タクシー株式会社 沼津市市道町11番19号 １ ３６ ４

10 戸田交通株式会社 沼津市戸田321番18号 ２ ２

11 ベルタクシー株式会社 沼津市高島本町３番10号 １ ４７ ２

12 沼津市個人タクシー協同組合 沼津市花園町２番１号
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 移動実態及びニーズ 

 移動実態 

令和元年度沼津市人口流動統計調査業務委託によると、一日あたり 15,000 人/㎢以上の

発生集中量があるのは、沼津駅周辺となっています。 
地域間流動では、沼津駅周辺から南北方向への流動と、原駅周辺での南北方向の流動が

多くみられます。 

 
図 20 平日の発生集中量及び地域間流動 

出典：令和元年度沼津市人口流動統計調査委託（平日の発生集中量及び地域間流動） 
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「モバイル空間統計 」は株式会社 NTT ドコモの登録商標です。 
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発生集中量と沼津市内のバス運行本数を比較すると、静浦・内浦地区のように発生集中量の

少ない地域（図中青色）においても、市内と市外の拠点を結ぶ路線では、高頻度での運行が

見受けられます。一方、沼津駅北側の一部地域では、発生集中量が多いものの、運行本数が

少ない路線があります。

 
図 21 平日の発生集中量とバス運行本数 

出典：令和元年度沼津市人口流動統計調査委託（平日の発生集中量） 
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人口流動統計調査とは・・・ある日、どこからどこへ何人移動したかを、携帯電話の基地局情報を元に推計し、 
まちづくりの基礎データとしています。 

トリップ・トリップエンド・・・人がある目的をもってある地点からある地点まで移動することを総称して「トリップ」と 
呼びます。出発点と到着点がトリップエンドと呼びます。 

発生集中量・・・ある地域から出発したトリップのトリップエンド数と、ある地域に到着したトリップのトリップエンド数 
の合計を、その地域の発生集中量（単位：トリップエンド）と呼びます 
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 おでかけの実態 

 

平日のおでかけ頻度は、週５日（毎日）が 50.8%と最も多く、一方で月に数回、ほとん

ど外出しないとの回答も約１割みられました。目的は通勤が 39.5%と最も多く、次いで買

い物が 30.0％となっています。おでかけ手段としては、自動車が 69.6%と最も多く、バス

は 11.6%、鉄道は 10.0%、タクシーは 3.1%となっており、自動車への依存が高い状況とな

っています。 

 
図 22 市民のおでかけ頻度（平日 N＝963） 

 
図 23 市民のおでかけ目的（平日 N＝963） 

 

 図 24 市民のおでかけ手段（平日 N＝963（複数回答）） 

出典：令和元年度市民意識調査 
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休日のおでかけ頻度は、ほぼ毎週が 54.3%と最も多く、一方でほとんど外出しないとの

回答も 9.0％みられました。目的は買い物が 47.5%と最も多く、次いで趣味・娯楽が 21.7％
となっている。おでかけ手段としては、自動車が 75.2%と最も多く、バスは 9.6%、鉄道は

10.6%、タクシーは 2.2%となっており、平日に比べ自動車への依存が高い状況になってい

ます。 

 
図 25 市民のおでかけ頻度（休日 N＝963） 

 
図 26 市民のおでかけ目的（休日 N＝963） 

  

図 27 市民のおでかけ手段（休日 N＝963（複数回答）） 

出典：令和元年度市民意識調査 
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16.5 %

0 20 40 60 80 100

通勤

通学

買い物

通院

趣味・娯楽

その他

無回答

75.2 %

21.7 %

15.1 %

9.6 %

10.6 %

2.2 %

2.2 %

0.8 %

8.8 %

0 20 40 60 80 100

自動車

徒歩

自転車

バス

鉄道

タクシー

原付・バイク

その他

無回答



第３章 本市の公共交通の現状と課題 

 

3-18 

 沼津駅の交通結節点の利用実態 

沼津駅南口駅前広場における乗り継ぎの実態調査結果においては、徒歩・自転車—鉄道間、

路線バス—鉄道間の乗り継ぎ利用が多くみられる中、平日の利用では路線バス—路線バス間

の利用も 15.7％みられました。路線バス間の利用目的は通勤・通学による利用が多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 沼津駅南口駅前広場における交通モード間の乗り継ぎ実態 

出典：平成 31 年度沼津市地域公共交通

網形成計画策定業務における調査 

 

46.5% 11.6% 14.0% 11.6% 16.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目的

通勤・通学 仕事 買い物 通院
食事・娯楽 観光・レジャー その他 不明・無回答N=43

15.8% 47.4% 15.8% 5.3% 5.3%5.3% 5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目的

通勤・通学 仕事 買い物 通院
食事・娯楽 観光・レジャー その他 不明・無回答N=19

〇平日 〇休日 

通勤の利用が多く、市内の
会社への移動が見られる 

 

買い物の利用では市内
の移動が見られる。 

◆路線バス－路線バス間の利用目的 

〇平日 

〇休日 

※路線バスを乗継利用していない方を除く 

28.1%

6.6%

21.5%

15.7%

12.8%

15.3%
徒歩・自転車－鉄道間
徒歩・自転車－路線バス間
路線バス－鉄道間
路線バス－路線バス間
徒歩・自転車のみ
その他

n=274

31.4%

7.0%

26.0%

7.4%

10.5%

17.8%
徒歩・自転車－鉄道間
徒歩・自転車－路線バス間
路線バス－鉄道間
路線バス－路線バス間
徒歩・自転車のみ
その他

n=258
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 沼津市における地域公共交通の問題点 

3-1～3-3 では沼津市の公共交通を取り巻く現状を整理しましたが、現状を踏まえた公共

交通に関する利用面などの問題点の洗い出しを行いました。 

 新たな公共交通の仕組み研究会 

 

平成 29 年度に、本市の公共交通の課題を精査し、地域公共交通の維持改善さらには都市

の活性化・魅力向上を目指し、ＩＣＴや新しい技術を活用した新たな公共交通の仕組みづ

くりを検討するため研究会を立ち上げ、有識者からアドバイスをいただきました。 
平成 30 年度には、地域公共交通網形成計画の策定を見据え、市内の公共交通網の再構築

に向け、市民や交通事業者、関係行政機関を加え、フィールドワークやワークショップを

通じて、わかりやすく使いやすい公共交通について議論しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 29 沼津市の計画策定に向けた取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ワークショップの様子＞      ＜フィールドワークの様子＞ 

平成27年度 平成29年度 平成30年度

《基礎調査業務委託》

⑴地域特性把握
⑵現況把握

・人口動態
・土地利用
・公共交通ほか

⑶利用実態・ニーズ把握調査
・市民アンケート、
・バス利用者アンケート、
・バス事業者ヒアリング

⑷課題の整理

《新たな公共交通の
仕組み研究会》

委員：有識者、行政、コンサル
開催回数：３回

⑴課題とテーマ整理
⑵テーマ毎の施策検討

・都市拠点を結ぶネットワーク
の構築

・生活交通の維持・確保
・ICT技術による公共交通の

高度化
・計画作成と関係者間の連携

⑶スケジュール検討

《新たな公共交通の
仕組み研究会》

委員：市民、交通事業者、
有識者、行政、コンサル

開催回数：５回

⑴公共交通に対する意見交換

⑵沼津駅ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの問題点
⑶沼津駅バス乗り場の設定
⑷路線の方面別色分け
⑸沼津駅ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙの集約

《駅－港間の利用実態調査》

生活利用と観光利用の実態を
把握するため、路線バスの利
用実態調査を実施した。
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新たな公共交通の仕組み研究会における意見を分類し、以下に示します。 
分類 問題点 

軸 

・集約・再編による軸の形成が求められる 

・重複している路線がありわかりづらい 

・軸としての質の確保が求められる（サービス水準・運行頻度） 

速達性 
・市街地はバスの遅れが多い 

・渋滞により定時性が確保できない 

終バス ・郊外は運行本数が少なく、終バス時間が早い 

人材 ・乗務員が不足している 

人口集積地 ・人口集積地なのに運行していない地域がある 

郊外 

・路線維持の適正化、公正性の確保が求められる 

・路線維持のための、補助金のあり方検討が必要 

・機動性があるタクシーが活用されていない 

安全 ・免許自主返納者へのインセンティブが乏しい 

交通結節点 

・拠点 

・乗り場が複数あってわかりにくい（駅・港） 

・各交通モードとの乗り継ぎが悪い 

・乗り継ぎをスムーズにする配慮が必要 

バス停 

・近隣した別々のバス停がありわかりにくい 

・利便性やデザイン性のある施設となっていない 

・案内表示がわかりにくい 

・待合環境の悪いバス停がある 

情報提供 

・バスの運行情報がわからない 

・バスロケ、IC などの導入の設備投資が多額となる 

・バスの乗り方、支払い方法が各社で違う 

利用促進 

・高齢者に配慮した情報提供ができていない 

・バスの運賃が高い 

・関係者間で連携した利用促進策が不足している 

・高齢者を対象とした利用促進策ができていない 

案内窓口 ・バス案内窓口がどこにあるかわからない 

観光 
・観光路線バスがない 

・資源が点在しているのに観光路線がない 

駅－港 
・駅ー港間のネットワーク強化が求められる（港のにぎわいを市街地へ波及） 

・集客拠点との連携が求められる 
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 沼津市地域公共交通網形成計画策定に向けた地区説明会 

 

地域公共交通網形成計画策定に向け、網形成計画の意義、沼津市の現状と公共交通の課

題、地区ごとの公共交通の現状を踏まえて意見交換を行うとともに「バスに乗ろう！」と

題して、利用促進を図りました。 
 

開催日時 開催場所/対象地域 参加人

数 

令和元年 8 月 27 日（火） 愛鷹地区センター/愛鷹・片浜・今沢 21 人 

令和元年 8 月 28 日（水） くるら戸田/戸田 37 人 

令和元年 8 月 30 日（金） 原地区センター/原・浮島 16 人 

令和元年 9 月 02 日（月） 沼津市役所/第一～第四・大平 31 人 

令和元年 9 月 03 日（火） 内浦地区センター/静浦・内浦・西浦 37 人 

令和元年 9 月 05 日（木） 沼津市役所/第五・金岡・大岡・門池 26 人 

合計 168 人 

 

【全体を通しての主な意見】 
 ・現在運行している路線バスの見直し（ルート、ダイヤ、運賃に関すること） 
 ・バスの待合環境の改善（交通結節点や各バス停の位置、施設設備） 
 ・利便性の向上（支払方法の簡素化、運行情報の提供、終バスダイヤの延長など） 

・小型車両による生活圏内移動の確保（病院、買い物など目的に応じた足の確保） 

【地区ごとに特化した意見】 
地区 意見 

愛鷹・片浜・ 
今沢 

・高齢者のために、小型車両でショッピングバスや医療機関を回る目的別バスが必要 
（大諏訪） 

・ミューバス片浜駅循環は、循環と言いながら片浜駅で一旦運行が終わり、再度乗車が
必要になる。中心を定めて回り続けるルートを検討すべき。 

戸田 ・修善寺線のダイヤが乗継ぎに不便。 

原・浮島 
・ミューバス原駅循環のルート見直し。タクシー車両も色などに特徴がなく、わかりにくい。 
・東平沼のバス待合環境の改善。 
・現在地区内にスーパーが1件もなく、買い物難民の高齢者がいる（浮島） 

第一・第二・ 
第三・第四・ 
大平 

・現在休止中の柿原循環について、工事完了後に路線再開できるのか不安の声がある 
（第三） 

・駅のバス案内がわかりにくい。改札を出たところにわかりやすい表示を掲示してほしい。 
・病院へ繋がる路線がなく不便（大平） 

静浦・内浦・ 
西浦 

・運賃が高い。通学定期が大きな負担。各家庭への通学補助を（西浦） 
・三津まで自転車で行き伊豆長岡線に乗換える高校生のために、交通結節点に駐輪場

の整備をしてほしい（現在はシーパラダイスの駐輪場に停めている現状） 
・木負農協はバスや送迎の拠点となっているので、待合環境の整備をしてほしい。 
・道幅が狭い道路上のバス停の位置の見直し。 

第五・金岡・ 
大岡・門池 

・ららぽーと開業に向け、複数事業者で競合すればサービス向上に繋がるのでは。 
・根方街道について、道路部局や県と連携し、道路拡幅に努めてほしい。 
・門池公園は他地区との接続が悪い。バス停の位置を公園入口に移動してもらいたい。 
・北部から沼津駅を経由して南部に行けるよう、拠点同士を結んでほしい。 
・地区協議会に市が協力し、空白地帯をなくしてほしい（大岡） 
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 市民意識調査 

市民意識調査において、沼津市内の公共交通のあり方について 7 割以上の方が公共交通

のサービス向上が必要と回答しています。 
路線バスについて改善してほしい点については、「運行本数の増加」が最も多くなってい

ます。次いで「わかりやすい路線図、時刻表の情報提供」、「運賃の値下げや割引制度の充

実」、「運行時間帯の拡大」となっています。 

 

 

図 30 公共交通のあり方について（N＝963） 

出典：令和元年度市民意識調査     

 

 

図 31 路線バスについて改善してほしい点（N＝963 複数回答） 

出典：令和元年度市民意識調査     

41.2 %

27.5 %

27.3 %

25.3 %

21.3 %

20.4 %

19.6 %

12.4 %

11.9 %

11.3 %

8.4 %

7.8 %

7.2 %

2.9 %

0 10 20 30 40 50 60

運行本数の増加

分かりやすい路線図や時刻表の情報提供

運賃の値下げや割引制度の充実

運行時間帯の拡大

運賃の支払時の交通系ＩＣカードの導入

バス停ベンチや屋根の設置

運行ルートの見直し

乗り降りしやすい車両の導入

特になし

時間通りの運行

バス停周辺での駐車場・駐輪場の充実

その他

無回答

ダイヤの変更
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 沼津市における地域公共交通の課題の整理 

公共交通を取り巻く現状整理のほか、新たな公共交通の仕組み研究会や地区説明会等の意

見より、沼津市における公共交通に関する問題点を整理し、5 つの課題にまとめました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

以下にそれぞれの課題や対応の必要性について整理します。 
 
 

 
沼津駅から放射状に路線バス網が整備されていますが、事業者間の調整は図られず効率

的になっていません。また、バスの運行遅れが顕著であったり、バスの運行頻度が乏しく、

最終バスの運行時間が早いなど公共交通が不便な地域が存在しています。中心市街地と周

辺地域において日常的に利用でき、頼れる公共交通が必要です。 
行政から見た問題点 利用者から見た問題点 事業者から見た問題点 

・集約、再編による軸の形成が求め
られる 

・軸としての質の確保が求められ 
る（サービス水準・運行頻度） 

・交通空白地域が存在し、解消が求
められる（大岡、岡宮、小諏訪等） 

・事業所集積地の路線確保が求め
られる（足高、片浜等） 

・運転手不足の発生や、赤字路線に
起因した路線退出の発生 

・市街地はバスの遅れが多い 
・郊外は運行本数が少なく、終バス

時間も早い 
・人口集積地なのに運行していな

い地域がある 
・重複している路線がありわかり

づらい 
 

・渋滞により定時性が確保できな
い 

・乗務員が不足している 
・狭隘道路があり運行できない地

域がある 
・既得権に縛られ路線再編が進ま

ない 
・近隣市町を考慮した路線の設定

がなされていない 

 
 
 
 

  

○課題１：公共交通軸が不明確                                

～中心市街地と周辺地域の公共交通が頼れるものになっていない～ 

沼津市における 

公共交通の課題 

（５つの視点） 

○課題１：公共交通軸が不明確 
 

○課題５：拠点間の連携が不足 
 

○課題４：事業者間連携が不足 

○課題２：地域内交通が不十分 

○課題３：利便性向上への取り組みが不足 
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図 32 沼津市中心部の路線網・運行便数 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 33 沼津駅発の最終時刻        

同じ路線を別の事業者
が重複して運行 

沼津駅発の最終バスは
21 時台と早い 
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郊外部では、自主運行路線などにより路線バスを維持していますが、バス停まで距離が

あり、路線バスを利用することが困難な人達への移動手段の確保対策が不足しています。 
このため、路線バスが運行して

いない交通不便地域では、路線の

新設や機動性のあるタクシーの

活用などラストワンマイルの交

通サービスの検討を進めるとと

もに、郊外部路線の運行維持に関

するルール作りや市民協働の取

組みが必要となっています。 
 
 
 
行政から見た問題点 利用者から見た問題点 事業者から見た問題点 

・路線維持の適正化、公正性の確保
が求められる 

・路線維持のための補助金のあり
方検討が必要 

・バス停までの距離が遠いところ
がある 

・低床車両ニーズへの対応が不十
分である 

・機動性のあるタクシーが活用さ
れていない 

 

 

 
鉄道やバスなどの結節点となっている沼津駅南口バスターミナルでは、同一の行き先に

対して複数のバス停があるなどわかりづらく、一部では雨をしのげる上屋が無い乗り場が

存在します。市内の各バス停についても、同名のバス停が事業者ごと、方面ごとに複数設

置されている箇所や、安全・安心して待つことができないバス停が多数あります。 
また、バスの運行情報や案内表示が各社により違い統一感がなく、各社でバスの乗り方、

運賃の支払い方法の違いなどもあり、わかりづらい・使いづらい環境となっています。 
行政から見た問題点 利用者から見た問題点 事業者から見た問題点 

・人が集い、憩える空間が不足して
いる 

・利便性やデザイン性のある施設
となっていない 

・各交通モードとの乗継ぎが悪い 
・近接した別々のバス停がありわ

かりにくい 
・案内表示がわかりにくい 
・乗場が複数あってわかりにくい 
・待合環境の悪いバス停がある 

・十分な待機スペースの確保 
・乗り継ぎをスムーズにする配慮

が必要 
・バスロケ、IC などの導入の設備

投資が多額となる 

  
 

○課題２：地域内交通が不十分 
～買い物や通院困難者などへの取り組みが不足している～ 

○課題３：利便性向上への取り組みが不足 
～利用者の玄関口であるバス停やバスターミナルが、誰もが使いやすい環境になっていない～ 

沼津港行きは 1 番２番乗り場から
発車（沼津駅） 

事業者によって路線案内の仕方が 
異なりわかりにくい 

市内の主な交通不便地域 

（駅から 800m、バス停から 300m 以上 

離れた地域） 
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バス事業者三社のサービス（路線図、時刻表、案内窓口、運行情報の提供、フリーパス、

企画乗車券、）が個別になされており、また各交通事業者間での連携した利用促進策が不足

しています。 
利用者から見た問題点 事業者から見た問題点 

・バス案内窓口がどこにあるかわからない 
・バスの乗り方が各社で違う 
・バスの運行情報がわからない（利用のしやすさや分

かりやすさの課題） 
・IC カードが使えない事業者がある（支払い方法の

しやすさや分かりやすさの課題） 
・高齢者に配慮した情報提供ができていない 
・免許自主返納者へのインセンティブが乏しい 
・バスの運賃が高い 

・関係者間で連携した利用促進策が不足している 
・高齢者を対象とした利用促進策ができていない 
・利用促進に対応できる部署や人員が不足している 
 

 

 
都市拠点である中心市街地と本市のにぎわいの核であり観光交流拠点間の連携を強化し、

沼津港のにぎわいを駅周辺や本市全体へ波及させていくことが重要であり、沼津駅と沼津

港の結びつきを強化していくことが求められます。 
休日を中心ににぎわいを見せる沼津港では、自動車の渋滞や駐車場不足などの課題を抱

えており、路線バス等への交通手段の転換を促す取組みが必要となっています。 
行政から見た問題点 利用者から見た問題点 事業者から見た問題点 

・集客拠点との連携が求められる 
（沼津港、ららぽーと等） 
・駅‐港間のネットワーク強化が

求められる 
（港のにぎわいを市街地へ波及） 

・観光路線バスがない 
 

・資源が点在しているのに観光路
線バスがない 

 

 

○課題４：事業者間連携が不足 
～提供するサービスや情報等の連携が図られておらず､利用促進効果が限定的となっている～ 

○課題５：拠点間の連携が不足 
～駅周辺と港が相互ににぎわいを波及させるための連携が不足している～ 

伊豆箱根バス 
↓ 

東海バス 
    ↓ 

大手町

アーケード
名店街

旭町千本
入口

乗運寺
東方寺

聖隷病院入口

観音前

千本浜公園

中部プラント前

ときわ保育所前

牧水記念館

常磐町

千本郷林

沼津みなと新鮮館

沼津港食堂街

沼津魚市場街びゅうお
入口

●東海バスオレンジシャトル ●●伊豆箱根バス

沼津駅⇔沼津港
片道運賃２００円

千本プラザ

大手町

上土

本町

下本町

下小路

第二小
学校前

勝呂病院前

第二小学校入口

千本東町

千本港町

千本
西町

沼津港

●●●沼津駅

路線図

事業者毎にバス停が設置（沼津港） 

駅-港をつなぐ路線 

マイカーでの来訪が多い（沼津港） 



第４章 基本的な方針と計画目標・プロジェクト 

 

4-1 

 基本的な方針と計画目標・プロジェクト 

 基本的な方針 

各種調査結果や本市の公共交通の課題整理を踏まえ、網形成計画の基本的な方針を下記の

通り掲げます。 
 

【基本方針】 

「行きたいまち、住みたいまち。」 
～公共交通の改善により、選ばれるまちへ～ 

 

沼津市の公共交通の強みを活かし、弱みを改善することにより交通利便性を高め、

暮らしの足やおでかけの足として、いつでも、どこでも、誰でも安心して利用出来

る使いやすい公共交通を構築し、住みやすく訪れたくなるまちを目指します。 
 

※強み…東西の鉄道軸(東海道本線、御殿場線と４駅(沼津、片浜、原、大岡)) 

   沼津駅を起点としたバス事業者３社による多方面への路線整備 

   市内１２社のタクシー事業者により市内全域を網羅 

  弱み…バス事業者３社の違いによるわかりにくさ（乗り場、案内表示、路線網等） 

     各交通モード（鉄道、バス、タクシー）の連携不足 

 

 
 

 計画の目標とプロジェクト 

基本的な方針に基づき、沼津市の公共交通の課題を解消し、地域公共交通網を形成する

ために３つの目標を設定し、５つのプロジェクトを実施します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画目標１ 

おでかけの手段として選ばれる公共交通 

計画目標２ 

市民とともに支え育む公共交通 

計画目標３ 

まちのにぎわいをサポートする公共交通 

Ⅰ．公共交通軸形成プロジェクト 

Ⅱ．公共交通セーフティネット 

構築プロジェクト 

Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ 

解消プロジェクト 

Ⅳ．楽しいおでかけ創出プロジェクト 

 
Ⅴ．沼津駅ー沼津港連携プロジェクト 
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 目標を達成するためのプロジェクト 

都市的居住圏内(沼津駅から約 3km 圏内)の路線の見直しやサービス水準の向上を図ると

ともに、運行を支える交通基盤についても、速達性を向上させ定時性を確保するための環

境について改善に努めます。また、運行時間帯を拡大するなど、日常的に利用しやすい公

共交通軸を形成します。 
 

Ⅰ-① ●路線の再編、集約 

・利用者の視点に立った分かりやすさやサービス水準確保のため、路線の再編、集約を行い

ます。 

 

 

 

 

公共交通軸とは・・・ 

拠点間などを結び、運行の本数や時間帯などのサービ

ス水準が高く、わかりやすく利用しやすい幹線的な路線

（区間）を公共交通軸といいます。 

一方で、地域内でのきめ細かなサービスを提供する支

線的な路線（区間）を地域内交通といいます。 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

短期 中期 長期

再編実施(交)路線の詳細検討(交・市) 再編計画(市)

Ⅰ．公共交通軸形成プロジェクト 

出典：平成 30 年度新たな公共交通の仕組み研究会 提言

鉄道駅 

運行の本数や時間

帯などのサービス

水準が高くわかり

やすい公共交通軸 
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 ●渋滞頻度の高い路線の渋滞解消対策検討 

（バスレーン・右左折レーン、PTPS 等） 

・交通渋滞に巻き込まれることによる路線バスの遅れ

が発生しており、バスの定時性が確保されていませ

ん。 

・バスレーン、右左折レーン、PTPS（公共車両優先シス

テム）等の整備により、円滑な通行ができるネットワ

ークの構築について検討します。 

 

 

 ●人口集積地への路線の新設 

・人口集積地で路線バスが運行していない地域については、新たな路線の新設について沼津

市と交通事業者で検討します。 

 

 

 

【イメージ】・PTPS（公共車両優先システム） 

出典：国土交通省 HP 自動車総合安全情報 

①交通不便地域の解消 

（大岡、岡宮、小諏訪 等） 

②事業所集積地の路線確保 

（足高、片浜 等） 

③集客拠店との連携（沼津港、ららぽーと 等） 
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Ⅰ-② ●公共交通軸における運行頻度の確保 

・前述の路線の集約により、軸となる区間の運行頻度を確保するほか、利用しやすいダイヤ

に調整し、サービス向上を図ります。 

 

 

 

Ⅰ-③ ●公共交通軸における運行時間帯の拡大 

・沼津駅から各方面への最終バスの発車時刻は 21 時

台となっており、JR 東海道本線、御殿場線の最終電

車到着との接続がなされておらず、沼津駅に到着し

ても自宅までの帰宅手段がマイカーもしくはタク

シーに頼らざるを得ない状況にあります。 

・最終バス以降の需要を調査し、深夜バスの運行や深

夜乗合タクシーなどの実証実験を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

短期 中期 長期
 

沼津市、バス事業者

軸のサービス水準設定(交・市) 協定(交・市) 本格運行(交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

 

沼津市、バス事業者、タクシー事業者

短期 中期 長期

調査(市) 実証実験(市・交) 本格運行(交)

終電 沼津駅到着 
三島方面からの到着  

00:37 に沼津着   
静岡方面からの到着  

00:36 に沼津着 

接続 

【事例】 深夜乗合タクシー「シンタクン」 

出典 八戸公共交通ポータルサイト 
https://www.city.hachinohe.aomori.jp/public_transport/prj_shintakun.html 
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Ⅰ-④ ●乗務員確保に向けた対策 

・事業者は、バス・タクシー乗務員の確保に向けて、若年層・女性などが働きやすい就業環

境・勤務形態を検討します。 

・沼津市は、広報やマップ、時刻表、ぬま JOB ホームページへの掲載や移住希望者への情報

提供などにより、市内を運行するバス・タクシー事業者の乗務員募集について周知を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

 

バス事業者、タクシー事業者、沼津市

短期 中期 長期

対策検討・実施（交・市)

【広報ぬまづでの PR】 

出典 広報ぬまづ（H30.7.1 号） 

【ぬま JOB】 

出典 沼津しごと応援サイト「ぬま JOB」 
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公共交通によるサポートが行き届いていない地域の移動手段確保や、郊外路線の運行維

持に係るルール作り、多様なニーズに対応したタクシーの活用によってセーフティネット

の構築に努めます。 
 

Ⅱ-① ●地域住民主体の協議会を支援（地域の公共交通を育てる） 

・公共交通によるサービスが十分に行き届いていない地域において、住民主体の協議会等を

支援するため、サポート体制を整え、支援制度を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

Ⅱ-② ●自主運行バス等の維持に係るルールづくり 

・市による運行補助を行うに当たり、地域の利用実態に応じた運行を維持するため、運行基

準をルール化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

 

沼津市

短期 中期 長期

モデルケースとして支援(市) 支援の制度化(市)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市

短期 中期 長期

自主運行基準検討(市) 自主運行見直し(市)

Ⅱ．公共交通セーフティネット構築プロジェクト 

【事例】横浜市交通サポート事業 

出典：横浜市ホームページ 

沼津市による支援 

（出前講座、協議会設置、運行等支援） 

地域住民主体 
による協議会 

 

出典：浜松市 都市整備部 交通政策課資料 

【事例】 地域バス運行事業 ～基準・ルール～ 
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Ⅱ-③ ●多様なニーズに対応したタクシーの活用 

・路線バスによるサービスが十分に行き届いていない地域や時間帯において、機動性のある

タクシー車両を用いた輸送サービスを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、タクシー事業者

短期 中期 長期

実証実験(市・交)展開メニューの検討(市・交) 本格運行(市・交)

【事例】 乗合タクシー 【事例】 定額タクシー（乗り放題） 

【事例】 相乗りタクシー 
 配車アプリ等を活用し、同方向に向かう利用者同士をマッチング。各利用者が単独で利用した場合

の推定走行距離から事前確定運賃を決定。 

出典 株式会社 JTB 

出典 国土交通省 

 定期券のように利用可能区域や利用回数等の

条件範囲内で一定期間、定額で乗り放題等 

ワゴン車両などの小型車両で運行する。 

初期投資や維持費などの経費を抑えることが可

能で、バス路線と同じ定時定路線型、需要に応

じて運行するデマンド型などがある。 

出典 横浜市 HP 



第４章 基本的な方針と計画目標・プロジェクト 

 

4-8 

Ⅱ-④ ●バリアフリー車両の導入推進 

・高齢者や障害者の公共交通利用環境を改善し、利用の促進を図るためノンステップバスや

ユニバーサルデザインタクシーの導入を推進します。 

 

 

 

出典：トヨタ自動車 HP             

 

 

関連した取り組み ●【福祉施策】福祉有償運送運営協議会 

・一人で公共交通機関を利用することが困難な高齢者や障害者などの外出を支援する福祉有

償運送に関して、沼津市福祉有償運送運営協議会において、運行する場合の安全や旅客の

利便の確保に係る方策等を協議し、交通弱者に対する移動サービスの充実に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

 
短期 中期 長期

バス事業者、タクシー事業者

導入（交）

【沼津市福祉有償運送】 

■沼津市福祉有償運送 

ＮＰＯ法人や社会福祉法人などの非営利法人が、高齢者や障害者などの公共交通機関を利用して移動

することが困難な人を対象に、通院、通所、通学等のために行う有償の移送サービスです。 

このような福祉有償運送を行う場合は、道路運送法による「登録」が必要です。道路運送法第 78 条第 2

号に規定する「自家用有償運送」として法律に基づく制度です。 

■登録団体の状況（令和元年度） 

運送主体名 沼津市内会員数 所有・持込車両数（うち福祉車両） 

NPO まごころサービス静岡東部センター 14  4(3) 

NPO マム 70 19(1) 

NPO シー・ディー・シー 47 13(3) 

(福)駿河厚生会 60  6(5) 

■運送の対象 

 身体障害者、介護保険の要介護又は要支援認定を受けている方、肢体不自由、内部障害、知的障害、

精神障害、発達障害のある方などで、ひとりでは公共交通機関の利用が困難な方。 

【事例】 ユニバーサルデザインタクシー 
トヨタ JAPAN TAXI 

 

【事例】 バス車両のバリアフリー 

 

出典：バリアフリー整備ガイドライン（車両等編） 
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関連した取り組み ●【福祉施策】重度障害者タクシー利用料金助成制度 

・在宅の重度障害者等の生活圏の拡大や社会参加の促進を図ることを目的とし、タクシー利

用料金の一部を助成する「重度障害者タクシー料金助成制度」により、移動手段の確保に

努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連した取り組み ●【交通安全施策】高齢者運転免許証自主返納支援事業 

・65 歳以上で有効期間内の運転免許証を自主返納した市民を対象に、市内協力事業者で利用

できるバス・タクシー利用券を交付する「高齢者運転免許証自主返納支援事業」により、

高齢運転者による交通事故の防止と公共交通の利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重度障害者タクシー利用券の使用方法】 ※令和元年度時点 

■事業概要 

重度障害者を対象としたタクシー利用の支援制度。 

■対象者 

沼津市内に住み、身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ、精神障害者保健福祉手帳１・２級のいずれかを

持っている人。 

※施設に入所している人、入院している人、自動車税、軽自動車税の免除を受けている人、移動（外出）

支援事業（車両による移送サービスのみ）を利用している人は使用できません。 

■利用できるタクシー会社 

・伊豆箱根交通 ・平和タクシー ・シェルケアサービス 

・ベルタクシー ・富士急静岡タクシー ・コスモスケアサービス 

・沼津第一交通 ・富士交通 ・介護タクシーSORA（そら） 

・伊豆観光 ・戸田交通 ・奏でる伊豆ケアサービス 

・原町タクシー ・沼津市個人タクシー協同組合 ・クサガヤ福祉介護タクシー 

・三島合同タクシー ・ユニット  

【沼津市高齢者運転免許証自主返納支援事業】 ※令和元年度時点 

■事業概要 

高齢運転者による交通事故の防止を図るため、運転免許証を自主返納された方を支援します。 

■支援内容 

市内協力事業者でご利用できるバス・タクシー利用券 5,000 円分（100 円券×50 枚）を交付します。 

■対象者 

有効期間内の運転免許証を自主返納した、支援事業の申請時に 65 歳以上の市民。 
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市民や観光客など利用者の玄関口である沼津駅南口バスターミナルや各停留所について、

不満や不安を解消し、誰もが分かりやすく使いやすいバス利用環境を創出します。 
 

Ⅲ-① ●沼津駅バスターミナルを行き先方面別へ再編 

・現在の事業者ごとの乗り場の設定を、行き先方面別に再編

し、併せて、色別やナンバリング等の見せ方の工夫を行い、

分かりやすいバスターミナルへ再編します。 

 
 

 

 

Ⅲ-② ●ターミナル発着バスのダイヤ調整 

・Ⅲ－①の行き先方面別の乗り場の再編に併せ、同方向のバスダイヤを分かりやすい等間隔

運行にするなど、利用者にとって使いやすいダイヤ調整を図ります。 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

短期 中期 長期

その他路線（Ｒ２） 案内表示改修(市・交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

短期 中期 長期

検討(市・交) 順次見直し(交)

Ⅲ．わかりにくさ使いにくさ解消プロジェクト  

■沼津駅－沼津港バス路線 

のダイヤの状況 

（現状と将来イメージ） 

統合時刻表

਴
঩
ॲ
ॖ
খ

行先 沼津港・びゅうお方面

６時 40

７ 00 30

８ 00 20 40

９ 00 20プ 40

10 00 20 40

11 00 20 40 50

12 00   20 40 50

13 00 20 40

14 00 20 40

15 00 20 40

16 00 30

17 00 30

18 00 20 40

19 00 30

出典 八戸市ホームページ 

【事例】八戸駅のバス乗り場案内 

■沼津駅南口駅前広場の 
分かりやすさ向上のための 
乗り場改善案（イメージ） 
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Ⅲ-③ ●バス停位置等の見直し・改善 

・近隣した箇所に別々のバス停がありわかりにくい状況があります（例：大手町バス停、沼

津港バス停）。このため、隣接した別々のバス停を一つに集約、あるいは分かりやすい案内

表示の工夫を行うなど、利用のしやすさの改善を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-④ ●バス停の案内表示、デザインの統一 

・現在、３社のバス事業者でそれぞれが作成しているバス停（ポール）の案内表示について、

フォーマットを作成し、デザインを統一することで、分かりやすい案内表示を検討します。 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

短期 中期 長期

見直し検討(市・交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

短期 中期 長期

フォーマット作成（市） 順次見直し(交)

東海ﾊﾞｽｵﾚﾝｼﾞｼｬﾄﾙ 伊豆箱根バス 富士急シティバス 

案内表示の統一、デザインの統一を図る 

大手町バス停
東田子の浦方面

大手町バス停
伊豆長岡・三浦方面

大手町バス停

大手町バス停
三島方面

大手町バス停
沼津駅行

至 沼津駅

大手町交差点

沼津駅行

さ
ん
さ
ん
通
り

■大手町バス停の現状 ■沼津港バス停の現状 

駅前広場のバス停においても不統一 道路上のバス停においても不統一 

事業者によって乗り場が異なる 

事業者や方面によって乗り場が異なる 
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Ⅲ-⑤ ●運行情報のオープンデータ化 

・国土交通省が 2017 年 3 月に策定した「標準的なバス情報フォーマット（GTFS）」データを

整備し、オープンデータとして公開していくことで、多様な主体によるバス情報の活用を

促進し、バスの利用機会の創出を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-⑥ ●デジタルサイネージの設置 

・観光客等が多数利用する主要な交通結節点においてデジタル

サイネージを設置し、運行情報の提供を行います。 

 

Ⅲ-⑦ ●支払い方法、乗車方法の見直し検討 

・バス事業者により、それぞれ支払い方法、乗車方法等が異なっており、利用者が混乱する

要因となっています。 

・このため、支払い方法や乗り方案内などをわかりやすく利用者に伝えるよう周知に努めま

す。 

・事業者の機器更新時には IC カード等の導入や乗車方法の統一を検討します。 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 バス事業者、協議会

 
短期 中期 長期

オープンデータ(交)勉強会(協議会)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

短期 中期 長期

設置(市・交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

 
短期 中期 長期

対策検討(市・交)

出典：国土交通省 

データのオープン化のメリット 

・路線バスの経路探索で最も用いられている国内外のインターネットの経路検索サイト、乗換案内アプリに

掲載できるようになるということ。つまり、作成し登録するだけで多言語化対応や、他社路線、鉄道等と

のシームレスな乗換案内が可能になります。その他にもバスロケ情報が経路検索に掲載される。臨時便や

増発、運休などの運行情報が掲載される。デジタルサイネージ等で表示できるようになるなどのメリット

があります。バス事業者としては、運行の効率化やダイヤの組みなおし、時刻表の作成が容易になります。 

GTFS とは… 

バス事業者と経路検索等の情報

利用者（google 等）との情報の受

渡しのための共通フォーマット。 
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Ⅲ-⑧ ●バス停の環境改善（駐輪場設置、コンビニ等との連携、バリアレス縁石活用等） 

・上屋が無い、椅子が設置されていないなど、待合環境の悪いバス停について、環境改善を

検討します。整備にあたっては、近隣の商業施設や公共施設との連携によりバス待ち環境

の改善に努めます。 

・自転車からバスへの乗り継ぎ（サイクル＆バスライド）を促進するため、周辺施設と連携

し駐輪場の確保を検討します。 

・バスベイについては、正着性を高め、停留所と乗降口の段差を小さくし、利用者の乗降を

しやすくするため、バリアレス縁石の導入や切り込み形状の工夫を検討します。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

 
短期 中期 長期

順次見直し(市・交)

【事例】 コンビニと連携した「バスの駅」 京都市 【事例】 駐輪場の設置 神奈川県茅ケ崎市 

【事例】 バリアレス縁石 新潟市 
【事例】 切り込み形状を工夫し、 

正着の容易性を高めたバスベイ。 

出典：茅ヶ崎市ホームページ 

出典：新潟市ホームページ 
出典：道路の移動円滑化整備 

ガイドライン（国土交通省） 

出典：京都市交通局 
ホームページ 

バス正着状況 バス正着時降車状況 
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事業者と連携し、わかりやすい路線図・時刻表の作成や、企画乗車券・フリーパスの発

行に取り組みつつ、ＭａａＳの実現に必要な運行情報のオープンデータ化を行うことで、

利用の促進と利便性の向上を図り、シームレスで楽しいおでかけ環境を創出します。 
「ＭａａＳ（Mobility as a Service）」とは鉄道やバスといった公共交通のみならず、タクシー、レンタカー、

シェアサイクルなども対象に、検索方法やルート案内、支払い方法を一元化し、移動全体を一つのサービスとし

て提供し、使いやすくする考えであり、沼津において楽しいおでかけ環境を創出します。 

 

Ⅳ-① ●路線図・時刻表の作成 

・市と事業者が連携し、市民および観光客にとって分かりやすく機能的な公共交通マップや、

方面別に集約された路線ごとの時刻表を作成し、公共交通機関の利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、鉄道事業者、バス事業者、タクシー事業者

短期 中期 長期

路線図配布(市) 時刻表作成(市・交)

Ⅳ．楽しいおでかけ創出プロジェクト  

■路線図 【事例】八戸市バスマップ 

出典：八戸市ホームページ 

現状 分かりにくい 見直し 方面別等で分かりやすく作成 
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Ⅳ-② ●企画乗車券・フリーパス・高齢者パスの販売 

・路線バスを使っておでかけしたくなるような企画乗車券、フリーパス、高齢者パスの発行

を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ-③ ●バスイベント、企業・地区セミナーなどの開催 

・出前講座や乗り方教室などを開催し、意識啓発を図るとともに、バスロゲイニングやスタ

ンプラリーなど公共交通を楽しむイベントを開催し、利用促進に取り組みます。 

・中心市街地にバスで買い物に来た際にバス券を配布するなど利用促進を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

短期 中期 長期
 

沼津市、バス事業者

検討(市・交) 実施(市・交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

短期 中期 長期
 

沼津市、バス事業者、タクシー事業者

イベント等実施(市)

【事例】富士・箱根・伊豆皇室ゆかり
の庭園めぐりスタンプラリー 

出典：東海バス資料 出典：沼津市ホームページ 出典：沼津市ホームページ 

出典：八戸公共交通 
    ポータルサイト 

出典：東海バスホームページ 

【事例】乗り方教室（東海バス） 【事例】沼津市出前講座 
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Ⅳ-④ ●共同案内所の設置 

・バス事業者３社がそれぞれ設置している沼津駅のバス案内所を統一し、観光案内や、定期

券・回数券の購入など一括で行えるよう共同案内所の運営を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連した取り組み ●【観光・移住施策】多様なニーズに対応したタクシーの活用 

（BAR、サイクルキャリー、ぬまづ暮らし） 

・タクシーを観光等に積極的に使用し、多様なニーズに対応したタクシーの活用に取り組み

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

 
短期 中期 長期

検討（市・交）

【事例】サイクルキャリータクシー 【事例】沼津 BAR TAXI 

出典：八戸ポータルミュージアム「はっち」ホームページ 

https://hacchi.jp/ 

【事例】八戸ポータルミュージアム「はっち」 【事例】広島バスセンター総合案内所 

出典：広島バスセンター発お出かけ応援サイト 

https://www.h-buscenter.com/sightseeing_jp/info.php 

 

CYCLE CARRY TAXI 

沼津市や狩野川周辺地域のサイク

リングをより快適に楽しんでいただける

よう、ロードバイク、クロスバイクなどの

スポーツ自転車を乗せられるキャリア

を搭載したタクシーを運行、自転車と

お客様を一緒に目的地までお送りい

たします。 

【事例】ぬまづ暮らし 

NUMAZU BAR TAXI 

まちの情報に精通したタクシー乗務員が沼津

市のコンシェルジュとして、沼津にある魅力ある

バーや各店自慢のカクテル、分かりづらい場所

にあるバーや情報誌に載らないような隠れた名

店にタクシーで案内してくれる。 

出典：平和タクシー株式会社ホーム―ページ 

https://heiwa-taxi.jp/numazu_bar/ 

「ぬまづ暮らし」 

 沼津市への移住・定住の促進を目的と

して、沼津市の移住担当者がタクシーで

豊かな自然や暮らしに便利なまちなか

等の生活環境についてご案内します。 
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Ⅲ-⑤（再掲） ●運行情報のオープンデータ化 

・国土交通省が 2017 年 3 月に策定した「標準的なバス情報フォーマット（GTFS）」データを

整備し、オープンデータとして公開していくことで、多様な主体によるバス情報の活用を

促進し、バスの利用機会の創出を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ-⑥（再掲） ●デジタルサイネージの設置 

・来街者や観光客等が多数利用する主な交通結節点においてデ

ジタルサイネージを設置し、運行情報の提供を行います。 

 

Ⅲ-⑦（再掲） ●支払い方法、乗車方法の見直し検討 

・バス事業者により、それぞれ支払い方法、乗車方法等が異なっており、利用者が混乱する

要因となっています。 

・このため、支払い方法や乗り方案内などをわかりやすく利用者に伝えるよう周知に努めま

す。 

・事業者の機器更新時には IC カード等の導入や乗車方法の統一を検討します。 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 バス事業者、協議会

 
短期 中期 長期

オープンデータ(交)勉強会(協議会)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

短期 中期 長期

設置(市・交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

 
短期 中期 長期

対策検討(市・交)

出典：国土交通省 

データのオープン化のメリット 

・路線バスの経路探索で最も用いられている国内外のインターネットの経路検索サイト、乗換案内アプリに

掲載できるようになるということ。つまり、作成し登録するだけで多言語化対応や、他社路線、鉄道等と

のシームレスな乗換案内が可能になります。その他にもバスロケ情報が経路検索に掲載される。臨時便や

増発、運休などの運行情報が掲載される。デジタルサイネージ等で表示できるようになるなどのメリット

があります。バス事業者としては、運行の効率化やダイヤの組みなおし、時刻表の作成が容易になります。 

GTFS とは… 

バス事業者と経路検索等の
情報利用者（google 等）との
情報の受渡しのための共通
フォーマット。 
 



第４章 基本的な方針と計画目標・プロジェクト 

 

4-18 

中心市街地の拠点である沼津駅と観光拠点である沼津港について、次世代モビリティツ

ールを導入するなど結びつきを強化し、相互ににぎわいの波及を目指します。 
 

Ⅴ-① ●次世代モビリティツールの活用 

・グリーンスローモビリティツールや自動運転などの新たな次世代モビリティツールを検証

し、活用について検討を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ-② ●新技術の検証 

（県との連携による自動運転検証など） 

・中心市街地の拠点である沼津駅と観光拠点であ

る沼津港について、結びつきを強化することは

まちづくり上の重要な要素であり、しずおか自

動運転 ShowCASE プロジェクトとの連携など、新

技術の活用および検証を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

短期 中期 長期
 

沼津市、バス事業者

ＥＶバス導入･運行(交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体

短期 中期 長期
 

静岡県、沼津市

自動運転実証実験(県・市) 新技術の検証(県・市)

Ⅴ．沼津駅-沼津港連携プロジェクト  

出典：株式会社シンクトゥギャザー資料 

■しずおか自動運転 ShowCASE プロジェクト 

出典：静岡県ホームページ 

【事例】シェアサイクル（ハレノヒサイクル） 【事例】低速電動コミュニティビークル 
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Ⅴ-③ ●【観光施策】沼津港のターミナル化による乗り場の集約 

・事業者毎に設置されている沼津港のバス停を集約し、ターミナル化することで、利用者の

利便性を高めます。 
 

 
 
 
 

 

 

Ⅴ-④ ●デジタルサイネージの設置（沼津港） 

・整備を予定しているバスターミナルにデジタルサイネージを設置し、運行情報を提供しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ⅴ-⑤ ●【観光施策】駅－港間の路線バス利用者の確保 

・沼津駅－沼津港間を運行する路線バスについて、マイカーからの転換を促すための対策を

実施します。 

 

 

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 静岡県、沼津市

 
短期 中期 長期

港ターミナル設計（市） 改修工事（県）

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市、バス事業者

 
短期 中期 長期

沼津港設置(市・交)

R2年度（2020） R3年度（2021） R4年度（2022） R5年度（2023） R6年度（2024） R7年度（2025）

実施
スケジュール

実施主体 沼津市

短期 中期 長期

具体策検討(市) 対策実施(市)

行先 沼津駅・
びゅうお行

御用邸記念公園・
三津シーパラダイス行

６時 54駅

７ 14駅 49駅

８ 35び 41駅

９ 24駅 36び 42駅 54駅

10 24駅 10び 16駅 54駅 42御

11 24駅 15び 21駅 44駅 10シ

12 04駅 24駅 54駅

13 01駅 04駅 24駅 31駅54駅

14 24駅 54駅

15 24駅 54駅 55び

16 01駅 24駅 44駅

17 14駅 44駅

18 14駅 30び36駅 44駅

19 14駅 44駅

緑：伊豆箱根バス オレンジ：東海バス

沼津港

行
先

沼津駅・
びゅうお行

御用邸記念公園・
三津シーパラダイス行

６時 54駅

７ 14駅 49駅

８ 35び 41駅

９ 24駅 36び 42駅 54駅

10 24駅 10び 16駅 54駅 42御

11 24駅 15び 21駅 44駅 10シ

12 04駅 24駅 54駅

13 01駅 04駅 24駅 31駅54
駅

14 24駅 54駅

15 24駅 54駅 55び

16 01駅 24駅 44駅

17 14駅 44駅

18 14駅 30び36駅 44駅

19 14駅 44駅

緑：伊豆箱根バス オレンジ：東海バス

■沼津港バス停 

バス停が 
異なる 

バス停の集約 
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５つのプロジェクトおよび対応策、スケジュール、実施体制の一覧 

路線の再編、集約

渋滞頻度の高い路線の渋滞解消対策検討（バスレーン・右左折レーン・PTPS等）

人口集積地への路線の新設

Ⅰ-② 公共交通軸における運行頻度の確保

Ⅰ-③ 公共交通軸における運行時間帯の拡大 終バス

Ⅰ-④ 乗務員確保に向けた対策 人材

Ⅱ-① 地域住民主体の協議会を支援（地域の公共交通を育てる） 人口集積地

Ⅱ-② 自主運行バス等の運行維持に係るルールづくり

Ⅱ-③ 多様なニーズに対応したタクシーの活用

Ⅱ-④ バリアフリー車両の導入推進

【福祉施策】
福祉有償運送運営協議会

【福祉施策】
重度障害者タクシー利用料金助成制度

【交通安全施策】
高齢者運転免許証自主返納支援事業

安全

Ⅲ-① 沼津駅バスターミナルを行き先方面別へ再編

Ⅲ-② ターミナル発着バスのダイヤ調整

Ⅲ-③ バス停位置等の見直し・改善

Ⅲ-④ バス停の案内表示、デザインの統一

Ⅲ-⑤ 運行情報のオープンデータ化

Ⅲ-⑥ デジタルサイネージの設置

Ⅲ-⑦ 支払い方法、乗車方法の見直し検討

Ⅲ-⑧ バス停の環境改善（駐輪場設置、コンビニ活用、バリアレス縁石活用等） バス停

Ⅳ-① 路線図・時刻表の作成

Ⅳ-② 企画乗車券・フリーパス・高齢者パスの発売

Ⅳ-③ バスイベント、企業・地区セミナーなどの開催

Ⅳ-④ 共同案内所の設置 案内窓口

【観光・移住施策】
多様なニーズに対応したタクシーの活用（BAR、サイクルキャリー、ぬまづ暮らし）

観光

Ⅴ-① 次世代モビリティツールの活用

Ⅴ-② 新技術の検証（県との連携による自動運転検証など）

Ⅴ-③ 【観光施策】
沼津港のターミナル化による乗り場の集約

Ⅴ-④ デジタルサイネージの設置（沼津港）

Ⅴ-⑤ 【観光施策】
駅－港間の路線バス利用者の確保

Ⅲ．わかりにくさ
  使いにくさ
  解消プロジェクト

Ⅰ-①

郊外

福祉

Ⅴ．沼津駅ー沼津港
  連携プロジェクト

駅－港

交通結節点
・拠点

バス停

情報提供

Ⅳ．楽しいおでかけ
  創出プロジェクト

利用促進

Ⅰ．公共交通軸
  形成プロジェクト

軸

Ⅱ．公共交通
  セーフティネット
  構築プロジェクト

プロジェクト No 対応策 キーワード



第４章 基本的な方針と計画目標・プロジェクト 

 

4-21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2年度
（2020）

R3年度
（2021）

R4年度
（2022）

R5年度
（2023）

R6年度
（2024）

R7年度
（2025）

沼津市、バス事業者

沼津市、バス事業者
タクシー事業者

バス事業者、タクシー事業者
沼津市

沼津市

沼津市

沼津市、タクシー事業者

バス事業者、タクシー事業者

沼津市、有償運送事業者

沼津市

沼津市

沼津市、バス事業者

沼津市、バス事業者

沼津市、バス事業者

沼津市、バス事業者

バス事業者、協議会

沼津市、バス事業者

沼津市、バス事業者

沼津市、バス事業者

沼津市、鉄道事業者、
バス事業者、タクシー事業者

沼津市、バス事業者

0:00 協議会、バス事業者
タクシー事業者

沼津市、バス事業者

沼津市、タクシー事業者

沼津市、バス事業者

静岡県、沼津市

静岡県、沼津市

沼津市、バス事業者

沼津市

実施主体
短期 中期 長期

実施体制・スケジュール

沼津市、バス事業者
沼津警察署

再編実施(交)

フォーマット作成（市）

オープンデータ(交)

路線の詳細検討(交・市) 再編計画(市)

軸のサービス水準設定(交・市) 協定(交・市)

調査(市) 実証実験(市・交)

モデルケースとして支援(市)

実証実験(市・交)展開メニューの検討(市・交)

本格運行(交)

自主運行基準検討(市) 自主運行見直し(市)

順次見直し(交)

設置(市・交)

その他路線（Ｒ２）

勉強会(協議会)

路線図配布(市)

イベント等実施(協議会)

案内表示改修(市・交)

検討(市・交) 順次見直し(交)

見直し検討(市・交)

検討（市・交）

本格運行(交)

支援の制度化(市)

本格運行(市・交)

対策検討(市・交)

検討(市・交) 実施(市・交)

時刻表作成(市・交)

ＥＶバス導入･運行(交)

自動運転実証実験(県・市)

港ターミナル設計（市） 改修工事（県）

沼津港設置(市・交)

具体策検討(市) 対策実施(市)

対策検討・実施(交・市)

新技術の検証(県・市)

順次見直し(市・交)

導入（交）
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 評価指標・目標値の設定 

本計画で位置付けた基本方針を実現するために設定した計画目標に対する評価指標は、適

切な進捗管理と把握を行うため、経年で取得できるデータを基本とし設定しました。 
 
計画目標１：おでかけの手段として選ばれる公共交通 

計画目標２：市民とともに支え育む公共交通         に対する指標 
 

指標① 公共交通利用者数 

市民からおでかけの手段として公共交通が選ばれたか、公共交通が支え育まれたかを評

価する指標として鉄道乗車人数、路線バス乗車人数、タクシー利用者数を評価します。 
今後の人口減少の影響を踏まえると、市民一人あたりの年間利用回数が約 2.6 回増加す

ることにより、現況値の維持としての目標値を達成できます。 

  現況値：45,837 人/日（201８年） → 目標値 45,837 人/日（2025 年）  
〔市民一人あたり 85.2 回/年（2018 年）→ 87.8 回/年（2025 年）〕 
 

【参考】公共交通利用者数の内訳 

上記の公共交通利用者数については、沼津市が毎年把握している市内４駅の乗車人員、市

内路線バスの乗車人員、タクシー協会から提供されるタクシーの乗車人員に基づいていま

す。各交通機関のそれぞれの内訳を参考に示します。 

指標①-1 鉄道乗車人数（市内４駅） 

     現況値：26,939 人/日（2018 年） → 目標値：26,939 人/日（2025 年）  

〔市民一人あたり 50.1 回/年（2018 年）→ 51.6 回/年（2025 年）〕 

指標①-2 路線バス乗車人数 

    現況値：14,000 人/日（2018 年） → 目標値：14,000 人/日（2025 年）  

〔市民一人あたり 26.0 回/年（201８年）→ 26.8 回/年（2025 年）〕 

指標①-3 タクシー利用人数 

    現況値： 4,898 人/日（201８年） → 目標値：4,898 人/日（2025 年）  

〔市民一人あたり  9.1 回/年（2018 年） → 9.4 回/年（2025 年）〕 

 
計画目標３：まちのにぎわいをサポートする公共交通   に対する指標 

指標② 中心市街地歩行者・自転車交通量 

人口が減少するなか、公共交通を利用して中心市街地への来訪者数を維持することでまち

のにぎわいに公共交通が寄与できたかを評価します。 
今後の人口減少の影響を踏まえると、市民一人あたりの中心部への年間来訪回数が約１

回増加することにより、現況値の維持としての目標値を達成できます。 

  現況値：43,326 人（201８年） → 目標値 43,326 人（2025 年）  

沼津市において毎年 7 月上旬の日曜日に毎年調査を実施している「中心市街地歩行者交通

量調査」における継続調査地点 12 地点における歩行者交通量調査結果（※自転車含む）を

指標として用います。（【参考】参照）なお、人口は減少傾向ですが、中心市街地まちづく

りの効果も踏まえ、現状維持を目標値としました。 
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指標①と指標②の関係性 

「指標① 公共交通利用者数」、「指標② 中心市街地歩行者・自転車交通量」の目標を合

わせ、公共交通を使ってまちなかへのおでかけ回数を一人１回増やすことで目標とする指

標の達成に近づきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】評価指標算出根拠 

●人口推移について 
 人口の将来推計については、「沼津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（市推計値）」

を基本としますが、「沼津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（市推計値）」は平成

22 年国勢調査をベースとしており、同年の住民基本台帳の人口と開きがあります。また、

公表される推計値は 5 年毎となっています。 
 適切な進捗管理を行うには、毎年公表される住民基本台帳の人口を基本として考える必

要があるため、「沼津市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン（市推計値）」の減少率（H27
→R7：-5.5%）をもとに、住民基本台帳での人口を予測すると以下の表になり、計画目標

年次の令和 7 年の人口は 190,600 人として、評価指標の妥当性を確認します。 
 

 
※斜体太字が推計人口          

  

平成27年 2015年 195,633 100.0% 201,691 100.0%
平成28年 2016年 - - 199,820 99.1%
平成29年 2017年 - - 197,910 98.1%
平成30年 2018年 - - 196,457 97.4%
令和元年 2019年 - - 195,109 96.7%
… … … … … …

令和7年 2025年 184,875 94.5% 190,600 94.5%

和暦 西暦 国勢調査
将来：人口ビジョン

住民基本台帳人口
4月末

人口

 

指標① 公共交通利用者数 

利用者数の維持は市民一人あたり 

約 2.6 回増加することにより、現況

値の維持としての目標値を達成でき

 

指標② 中心市街地歩行者・自転車交通量 

中心市街地歩行者量・自転車交通量

の維持は市民一人当たり約１回増加

することにより、現況値の維持とし

ての目標値を達成できます。 

まちなかに、公共交通をつかってお出かけすると 

往復で公共交通利用 2 回増加、中心市街地の利用 1 回増加となり 

目標とする指標の実現に近づきます！ 
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 評価指標① 公共交通利用者数 

１）指標①-1 鉄道乗車人数（市内４駅） 

 毎年、東海旅客鉄道株式会社（JR 東海）から提供される「市内４駅の１日平均乗車人員」

を評価指標としました。 
 平成 30 年（現況）の鉄道乗車人数は 26,939 人/日、住民基本台帳人口を元に算出した市

民一人あたりの年間利用回数は 50.1 回/年でした。 
 令和 7 年（将来）の目標値は、現状維持の 26,939 人/日、将来の人口予測を元に算出し

た市民一人あたりの年間利用回数は 51.6 回/年となります。 

 
※斜体太字が推計値   

２）指標①-2 路線バス乗車人数 

 毎年、バス事業者３社から提供される「１日平均乗車人員」を評価指標としました。 
 平成 30 年（現況）の路線バス乗車人数は 14,000 人/日でした、住民基本台帳人口を元に

算出した市民一人あたりの年間利用回数は 26.0 回/年でした。 
 令和 7 年（将来）の目標値は、現状維持の 14,000 人/日とし、将来の人口予測を元に算

出した市民一人あたりの年間利用回数は 26.8 回/年となります。 

 
※斜体太字が推計値  

３）指標①-３ タクシー利用者数 

 タクシー協会から提供される「輸送人員（年間）」をもとに、「１日平均輸送人員」を評

価指標としました。 
 平成 30 年（現況）の１日平均輸送人員は 4,898 人/日でした、住民基本台帳人口を元に

算出した市民一人あたりの年間利用回数は 9.1 回/年でした。 
 令和 7 年（将来）の目標値は、現状維持の 4,898 人/日とし、将来の人口予測を元に算出

した市民一人あたりの年間利用回数は 9.4 回/年となります。 

 
※斜体太字が推計値  

  

沼津駅 片浜駅 原駅 大岡駅 ４駅合計 市民一人当たり利用回数(回/年)
（4駅合計×365÷住基人口）

平成30年 2018年 196,457 97.4% 20,829 2,479 2,314 1,317 26,939 50.1
… … … … … … … … … …

令和7年 2025年 190,600 94.5% － － － － 26,939 51.6

和暦 西暦
鉄道乗車人数

住民基本台帳人口
4月末

人口

1日平均乗車人員
(人/日）

市民一人当たり利用回数(回/年)

（利用者数×365÷住基人口）

平成30年 2018年 196,457 97.4% 14,000 26.0
… … … … … …

令和7年 2025年 190,600 94.5% 14,000 26.8

和暦 西暦
バス乗車人数

住民基本台帳人口
4月末

人口

1日平均輸送人員
(人/日）

住民一人当たり利用回数(回/年)
（1日平均輸送人員×365÷住基人口）

平成30年 2018年 196,457 97.4% 4,898 9.1
… … … … …

令和7年 2025年 190,600 94.5% 4,898 9.4

和暦 西暦
タクシー利用者数

住民基本台帳人口
4月末

人口
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 指標② 中心市街地歩行者・自転車交通量 

 沼津市において毎年 7 月上旬の日曜日に毎年調査を実施している「中心市街地歩行者交

通量調査」における継続調査地点 12 地点（下表黄色塗地点）における歩行者交通量調査

結果（※自転車含む）を指標として用います。 
 調査は毎年、7 月上旬の日曜日に実施されていますが、毎年 7 月 7 日は七夕まつりが行

われているため、7 月 7 日を避けて調査を行う必要があります。 
 平成 30 年（現況）の中心市街地歩行者・自転車交通量は 43,326 人となっています。 
 令和 7 年（将来）の目標値は、中心市街地歩行者・自転車交通量は現況維持の 43,326 人

とします。 
 

 

 ※自転車を含む 
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■中心市街地歩行者・自転車交通量調査地点（赤塗地点が継続調査地点１２地点） 

 

(1)沼津高島郵便局前 (2)旧高島屋前 

(11)タリーズコーヒー前 

(12)フジワラ時計店前 

(14)原田衣料品店前 
(15)ＳＭＢＣ日興証券前 

(16)野村證券前 

(17)旧メンズプラザゴトー前 
(18)旧ボウルビル前 

(19)ドールハウスキムラ前 

(21)旧長崎屋前 

(29)ナティ前 



第５章 計画の実現と今後の交通政策 

 

5-1 

 計画の実現と今後の交通政策 

 計画の進捗管理、評価スケジュール 

本計画は、計画策定（Plan）、施策・事業の実施（Do）、進行管理・評価（Check）、見直

し・改善（Action）を繰り返す、 PDCA サイクルの考え方により推進していきますが、こ

の PDCA の実践にあたっては、実施する時期、実施主体、実施する内容（何をチェックして

改善に展開していくのか）を明確にして進めることが成功の鍵となります。 

以下に示す通り、計画の進行管理、評価の実践を次年度以降に行っていきます。 
 

＜長期スパンにおける進捗管理、評価スケジュール＞ 

 前期 中期 後期  

R2 年度

(2020) 

R3 年度

(2021) 

R4 年度

(2022) 

R5 年度

(2023) 

R6 年度

(2024) 

R7 年度

(2025) 

R8～ 

(2026～) 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期  

施策実施確認 

内容の評価 

（プロセス評価） 

             

目標の達成 

状況の評価 

（効果の評価） 

             

課題共有 

             

改善と反映 

             

 

＜年間単位の進捗管理、評価スケジュール＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

協議会 
            

主な行事 
            

実施すること 

            

部会 
            

事業実施 

実 施状 況 の

確認・評価 

実施の課題 

共有 

次 年 度 実 施

の改善と反映 

毎年確認可

能 な 数 値 の

チェック 

事業実施 

反映 

事業実施 

反映 

事業実施 

反映 

事業実施 

反映 

事業実施 

反映 

中間年の 

目標達成 

状況評価 

最終年の 

目標達成 

状況評価 

次年度予算要求 

事業実施 

前年度事業評価に 
基づく改善と反映 
 

C 

次年度事業計画の
検討 
 

P 

D 

今年度事業の 
検証 
 

C 

実施状況の確認、 
評価、課題の共有 
改善検討 
 

❶ ❸ 

A 

次年度へ 

❷ 

◆ ◆ 

（確保維持改善計画） （第三者評価委員会） 

★ 

(必要に応じて実施) 
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 計画の実施主体と分担 

本計画を進めるにあたっては、行政、市民、交通事業者に加え、商業者、観光事業者など

も交えた関係者間による協働・連携により、計画目標の達成に向けて施策を実行していく必

要があります。このため、それぞれの役割分担や協力体制を明確にして進めていくことが実

現のポイントとなります。 

なお、沼津市地域公共交通協議会、交通まちづくり検討部会等を継続して開催し、計画の

取り組みの確認や関係者協議、協働の取り組みを促していきます。 
 
＜計画の実施主体、組織と分担＞ 

主体 分担 

沼津市地域公共交通協議会 

交通まちづくり検討部会 

計画に基づく事業実施の推進組織として、関係者間の協議の継続や、

連携・調整を図ります。また、施策の実施状況や計画の目標に対して評

価・検証し、市民への開示を行っています。 

行政 

（沼津市、静岡県等） 

計画に基づく施策について、関係者間の連携や各施策間の調整を図り

ながら進めます。 

交通事業者 

（鉄道、バス、タクシー事業者） 
計画に基づく施策について、関係者間で連携を図りながら進めます。 

市民、利用者 公共交通の積極的な利用、住民協議会への参加等を行います。 

その他関係者 

（観光、商工会、まちづくり組織等） 

まちづくり、観光、商工、福祉などと連携しながら、沼津市のまちづくりと

一体となった公共交通の取り組みが推進されるよう、関係者間で連携を

図ります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 計画の実施主体、組織と分担 

行政 
（沼津市、静岡県等） 

 
 
 

市民、利用者 
 
 
 
 

交通事業者 
（鉄道、バス、タクシー事業者） 

 
 
 
 

関係者 
（観光、商工、まちづくり、組織等） 

 
 
 

関係者が一体的な取り組みを行っていくための組織 

沼津市地域公共交通協議会、交通まちづくり検討部会 

東海旅客鉄道、 
伊豆箱根バス、富士急シティバス、 

東海バスオレンジシャトル、新東海バス、 
戸田交通、タクシー協会 等 

沼津市、静岡県、沼津警察署 
中部運輸局静岡運輸支局 等 

沼津観光協会、戸田観光協会、 
沼津商工会議所、沼津市商工会、等 

地域住民、公共交通利用者、 
企業や学校等の組織 等 

施策の実施 

意見交換や協力 

施策間の調整 

情報交換 

進捗管理 

目標の実現に向け進める 
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 施策連携・庁内連絡体制   

本計画を進めるにあたっては、交通、まちづくり、福祉、商工、観光等、多様な分野の

施策連携が求められます。このため、施策が円滑に展開できるよう庁内連絡体制を構築し

ます。 

（１） ソフト系情報連絡（移動手段確保対策） 

 地域住民による移動手段の確保を検討する団体等を関係課からの情報提供によ       

り把握し、出前講座の実施や意見交換会を開催します。 
関係課 地域自治課、社会福祉課、長寿福祉課、教育企画課、学校管理課 

 

（２） ハード系情報連絡（バス停周辺施設整備関係） 

バス停付近の道路における、道路、公営住宅、その他公共施設の整備計画の有無を確認

し、施設整備が予定されている場合には、バス停と待合環境をより良いものとするため関

係者と協議を実施します。 

関係課 
道路建設課、道路管理課、住宅営繕課、まちづくり指導課、香陵公園周辺整備室、 

岡宮北区画整理事務所 

 

（３） 関連計画情報連絡 

公共交通に関連する計画を所管する関係課と、各々の計画に相乗効果が生まれるよう密

に情報連絡を行います。特に、公共交通の利用促進につながる取り組みに対して連携を強

化し、利用者の増加に努めます。 

関係課 
政策企画課、生活安心課、人事課、社会福祉課、障害福祉課、観光戦略課、 

水産海浜課、スポーツ交流推進課、環境政策課 
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 今後の交通政策 

本計画は、本市の公共交通の強みである交通事業者の既存ネットワークを最大限活かし

ながら、交通事業者間の連携不足や乗り場のわかりにくさといった弱みを改善することで、

交通利便性の高い公共交通軸の形成やわかりやすく使いやすいバス乗り場へ再編を行うな

ど、短期的に取り組む第１次計画です。 
第１次計画の完了時には、沼津駅周辺総合整備事業や骨格的都市基盤整備が進展するな

か、ICT や AI などの先端技術やビッグデータの活用が進み、人の移動データが把握でき

るようになり公共交通に関する利用分析も容易になることで、運行の効率化や路線の再編

などに活用されるなど都市間移動の最適化が図られることが見込まれます。 
このため、以下に示すような交通とまちづくりに関連する施策との連携を強化・拡充す

ることで、本市が目指す過度に自動車に依存しない、持続可能なまちづくりが推進される

ことが期待されます。 
 

１．多様な交通モードとの連携 

（徒歩、自転車、シェアサイクル、バス、次世代モビリティツール、鉄道などの各交通 

モードの結節点の拠点性、乗り継ぎ利便性を向上させ、シームレスな運行サービスを

提供することで、自家用車からの移動手段の転換を促す交通施策） 
 

２．中心市街地まちづくり戦略との連携 

（まちの魅力を高める人を重視した公共空間・交通体系再編との連動及び都市機能誘導

施策） 
 

３．居住誘導施策との連携 

（生活利便性を享受できるまちなか居住の推進や拠点間を結ぶバス路線沿線への居住を

支援する居住誘導施策） 
 

４．土地利用施策との連携 

（企業、病院、商業施設、観光施設など人口集積施設等へのバス路線整備や既存バス路

線沿線への施設立地を推進する土地利用施策） 
 

５．骨格的インフラ整備との連携 

（基幹となる新設道路と既成道路の役割を明確にし、渋滞解消など都市環境改善のため

交通分担を行う交通施策） 
 
長期的には、以上のような施策連携を念頭に置き、第２次以降の網形成計画に位置付け、

まちづくりと一体となった公共交通を構築し、「行きたいまち、住みたいまち。」を目指し

ます。 
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巻末資料  

巻末資料 1 計画策定の体制および経緯 

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づき、平成 31 年 4 月に法定協議会と

して「沼津市地域公共交通協議会」を設置し、本計画の作成にかかる協議及び実施に係る

連絡調整を行いました。 
また、事業者を中心として「交通まちづくり検討部会」を設置し、協議会で協議される

事項の具体的施策について、事業者間での検討・調整を行いました。 
この他、検討にあたって地域住民の意見を反映させるための地区説明会を開催しました。 

 

   ●沼津市地域公共交通協議会 開催経緯 

 開催日時 協議事項 

第１回 令和元年 

7 月 2 日（火） 

（1）沼津市地域公共交通網形成計画について 

①制度の概要  ②計画の背景  ③計画の策定手順 

④公共交通の現状と課題  ⑤部会の設置 

（2）協議運賃の改定について 

①沼津・長岡線、浜通り西浦線  ②修善寺駅～戸田線 

③自主運行路線（西浦線、戸田土肥線、戸田江梨線） 

（3）退出意向の申出路線への対応について（船津線） 

（4）バス交通活性化対策事業費補助事業について 

①EV バス運行計画について(伊豆箱根バス) 

②ミューバス片浜駅循環について（富士急シティバス） 

第２回 令和元年 

10 月 15 日（火） 

（1）沼津市地域公共交通網形成計画について 

①これまでの経過・報告  ②計画期間 

③計画目標及び目的を達成するために行う事業・実施主体 

第３回 令和○年 

○月○日（○） 

 

第４回 令和○年 

○月○日（○） 

 

第５回 令和○年 

○月○日（○） 

 

 

   ●沼津市地域公共交通協議会 交通まちづくり検討部会 開催経緯 

 開催日時 協議事項 

第１回 令和元年 

7 月 22 日（月） 

（1）沼津市お出かけマップ作製について 

（2）沼津駅南口バスターミナルの方面別集約について 

（3）沼津市地域公共交通網形成計画について 

第２回 令和元年 

8 月 16 日（火） 

（1）沼津市お出かけマップ作製について 

（2）沼津駅南口バスターミナルの方面別集約（沼津港行）について 

（3）沼津市地域公共交通網形成計画 課題、事業（案）、目標について 

第３回 令和元年 

9 月 9 日（月） 

（1）沼津市地域公共交通網形成計画について 

①地区説明会開催報告  ②計画に位置づけるプロジェクト及び事業（案）、目標 

第４回 令和元年 

10 月 29 日（火） 

（1）沼津市地域公共交通網形成計画について 

①基本方針・評価指標について  ②公共交通軸の区間設定について 

（2）沼津駅南口バスターミナルについて 

第５回 令和○年 

○月○日（○） 
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●沼津市地域公共交通協議会条例 

（設置） 
第１条 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成 19 年法律第 59 号。第３条第２

項第１号において「活性化再生法」という。）第６条第１項の規定に基づき、沼津市地域公

共交通網形成計画（以下「公共交通網形成計画」という。）の作成及び実施に関し必要な協

議等を行うとともに、道路運送法（昭和 26 年法律第 183 号）の規定に基づき、市民の生

活に必要な旅客輸送の確保その他の旅客の利便の増進を図るために必要な協議を行うため、

沼津市地域公共交通協議会（以下「協議会」という。）を置く。 
（所掌事務） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を所掌する。 
(１) 公共交通網形成計画の作成、変更及び実施の協議に関する事項 
(２) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様、運賃及び料金等に関する事項 
(３) その他地域公共交通に関し協議会が必要と認める事項 
（組織） 

第３条 協議会は、委員 30 人以内で組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱し、又は任命する。 

(１) 活性化再生法第２条第２号に規定する公共交通事業者等 
(２) 道路運送法施行規則（昭和 26 年運輸省令第 75 号）第９条の３第１項第２号及び第

５号に規定する団体 
(３) 公共交通網形成計画に定めようとする事業を実施すると見込まれる者 
(４) 学識経験者 
(５) 公募による市民 
(６) 関係行政機関の職員 
(７) 市の職員 
(８) その他市長が必要と認める者 

（任期） 
第４条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期は、前任者の

残任期間とする。 
（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。 
２ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 
３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代

理する。 
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（会議） 
第６条 協議会の会議（以下この条において「会議」という。）は、会長が招集し、会議の議

長となる。 
２ 協議会は、委員の半数以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 
３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところによ

る。 
４ 協議会は、必要があると認めるときは、会議への関係者の出席を求めてその意見若しく

は説明を聞き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 
（部会） 

第７条 協議会は、必要に応じ、部会を置くことができる。 
２ 部会に属する委員は、会長が指名する。 
３ 部会に部会長を置き、会長の指名する委員をこれに充てる。 
４ 部会は、部会長が招集し、部会長は部会の会議の議長となる。 
５ 部会長に事故あるとき又は部会長が欠けたときは、部会に属する委員のうちから部会長

があらかじめ指名する者がその職務を代理する。 
６ 前条第３項及び第４項の規定は、部会の会議に準用する。この場合において、前条第４

項中「協議会」とあるのは、「部会」と読み替えるものとする。 
（庶務） 

第８条 協議会の庶務は、都市計画部において処理する。 
（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が定める。 
付 則 

この条例は、平成 31 年４月１日から施行する。 
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参考-4 

●沼津市地域公共交通協議会 委員名簿 

 

 

 

役　職 氏　　　名 備　　　　　考

1 会　長 新屋 千樹 沼津市副市長 市

2 副会長 吉田　樹 福島大学人文社会学群経済経営学類准教授 有識者

3 委　員 奥川 誠二 東海旅客鉄道(株)沼津駅 駅長 公共交通事業者

4 委　員 渡辺 知行 富士急シティバス(株) 常務取締役営業部長 一般旅客運送

5 委　員 津田 豪 伊豆箱根バス(株) 営業部次長 一般旅客運送

6 委　員 青木　守 (株)新東海バス 代表取締役 一般旅客運送

7 委　員 清水　修 (株)東海バスオレンジシャトル 代表取締役社長 一般旅客運送

8 委　員 山崎　元 戸田交通(株) 代表取締役 一般旅客運送

9 委　員 堀内 哲郎 （一社）静岡県バス協会 専務理事 一般旅客運送

10 委　員 鈴木 智善 静岡県タクシー協会 沼津・三島支部長 一般旅客運送

11 委　員 西尾 清明 伊豆箱根鉄道労働組合 書記長 運転者組織

12 委　員 杉山 金芳 沼津商工会議所専務理事 商工団体

13 委　員 石塚 久美子 沼津市商工会 女性部長 商工団体

14 委　員 原川 隆信 特定非営利活動法人沼津観光協会　専務理事 観光団体

15 委　員 山田 健一 戸田観光協会 事務局長 観光団体

16 委　員 福本 雅之 名古屋大学客員准教授 有識者

17 委　員 倉田　剛 公募委員（新規：岡宮　　金岡地区） 利用者

18 委　員 後藤 京子 公募委員（継続：上香貫　第３地区） 利用者

19 委　員 眞田　勲 公募委員（継続：庄栄町　第５地区） 利用者

20 委　員 千葉 秀美 公募委員（継続：市場町　第４地区） 利用者

21 委　員 長尾　綾 公募委員（新規：西添町　原地区） 利用者

22 委　員 野口　晃 公募委員（継続：下香貫　第３地区） 利用者

23 委　員 小林 孝義 国土交通省沼津河川国道事務所道路管理課長 道路管理者

24 委　員 佐野 芳彦 静岡県沼津土木事務所工事第１課長 道路管理者

25 委　員 坪内 大輔 静岡県沼津警察署 交通官 公安委員会

26 委　員 久保田 素広 国土交通省中部運輸局静岡運輸支局　首席運輸企画専門官 静岡運輸支局

27 委　員 大倉　篤 静岡県交通基盤部都市局地域交通課長 静岡県

28 委　員 松下 藤彦 沼津市都市計画部長 市
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参考-5 

●沼津市地域公共交通協議会 交通まちづくり検討部会規約 

（設置） 
第１条 沼津市地域公共交通協議会条例（以下「条例」という。）第７条の規定に基づき、沼

津市地域公共交通網形成計画（以下「計画」という。）の作成、変更及び実施に関し、沼津

市地域公共交通協議会（以下「協議会」という。）において協議される事項の具体的施策に

ついて、事業者間での検討・調整を行うため、交通まちづくり検討部会（以下「部会」と

いう。）を設置する。 
（所掌事務） 

第２条部会は、次に掲げる事務を所掌する。 
（１） 計画に係る具体的施策に関する事項 

ア 委員相互の意見及び情報交換 
イ 各種事業に係る関係者間の連絡調整 
ウ 調査研究 

（２）その他協議会が必要と認める事項 
（組織） 

第３条 部会は、別表に掲げる委員をもって構成する。 
２ 部会は、必要があると認めるときは、条例第７条第２項の規定に基づき、協議会会長の

指名により、委員を追加することができる。 
（任期） 

第４条 委員の任期は、条例第４条に規定する協議会委員の在任期間とする。ただし、再任

を妨げない。 
（部会長） 

第５条 部会長に関する事項は、条例第７条の規定による。 
（報告） 

第６条 部会長は、部会の協議結果について、協議会に報告するものとする。 
（庶務） 

第７条 部会の庶務は、都市計画部まちづくり政策課において処理する。 
（その他） 

第８条 この規約に定めるもののほか、部会の運営に関し必要な事項は、部会が別に定める。 
付 則 

この規約は、令和元年７月２日から施行する。 
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参考-6 

●沼津市地域公共交通協議会 交通まちづくり検討部会 委員名簿 

 

 

 
 

役　職 氏　　　名

1 委　員 会長 吉田　樹 有識者

2 委　員 職務代理者 福本 雅之 有識者

3 委　員 奥川 誠二 鉄道事業者

4 委　員 山田　哲也 鉄道事業者

5 委　員 渡辺 知行 一般旅客運送

6 委　員 根上　哲也 一般旅客運送

7 委　員 津田 豪 一般旅客運送

8 委　員 岩﨑　勝一 一般旅客運送

9 委　員 清水　修 (株)東海バスオレンジシャトル 代表取締役社長 一般旅客運送

10 委　員 和泉澤　貴治 一般旅客運送

11 委　員 山田　良生 一般旅客運送

12 委　員 鈴木　智善 一般旅客運送

13 委　員 真野　正実 市

14 委　員 小野　智弘 市沼津市都市計画部まちづくり政策課 課長補佐兼交通政策室長

沼津市都市計画部まちづくり政策課 課長

伊豆箱根交通(株)　常務取締役運行営業部長

静岡県タクシー協会　沼津・三島支部長（平和タクシー(株)代表取締役）

富士急シティバス(株)  営業部 主任

伊豆箱根バス(株) 営業部 乗合課課長

東海自動車（株）バス計画部課長

備　　　　　　　　考

東海旅客鉄道(株)沼津駅 駅長

富士急シティバス(株) 常務取締役営業部長

伊豆箱根バス(株) 営業部次長

東海旅客鉄道(株)沼津駅 首席助役

福島大学人文社会学群経済経営学類准教授

名古屋大学客員准教授
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